
真 鍋式ア クセ ン トの所属語 彙

中 井 幸比古

 本 稿 は,拙 稿 「真 鍋式 ア クセ ン トにつ い て 一-名 詞 を中 心 に― 」(『 言 語 研 究 』86,

以 下 「別 稿 」)の 資 料 篇 で あ る。 金 田 一 語 彙 の ほぼ 全 部(用 言 の1部 略,配 列 は 金 田一

氏 縦 うが,対 応 す る もの とせ ぬ 翻 ・分 け た部 分 が あ る)と1),紙 幅 の 許 す�..で,

1～5モ ー ラ名 詞(五 十 音 順),用 言 の諸 活 用 形(名 称 ・用 語 ・配 列 な どす べ て 仮 りの

もの),用 言 に 付 く付 属 語 を収 め る。

 用 言 や そ れ に つ く付 属 語 の ア は,各 々,名 詞 や そ れ につ く付 属 語 の ア体 系 の 中 に 収 ま

る。但 し,志 々島で は,名 詞 に所 属 語彙 が み つ か って い な い3ニ テ3型 に属 す る 語 彙 が,

用 言 に は み つ か っ て い る(注116)。

 真 鍋 島 岩 坪 で は,「 単 独 言 い き り」 の ア を 示 す。 な お,言 い きりの アは次 の よ うな 場 合

に現 れ る。 ① そ の 単 語 や 文 節 が 文 末 に置 か れ た 場合 は,1語(文 節)だ け の発 話(何?

一 花
。)や 倒 置 の 場 合(売 っ た ん じ ゃ,花 を。)も 含 め て,必 ず 言 い き りの ア で あ る。

② 概 略 書 き こ と ば で そ の 後 に読 点 が置 か れ るよ うな 環 境 で は,普 通 「続 け た」 ア で あ る

が,し ば しば言 い き りの ア も現 れ る。言 い き りの ア が 現 れ る条 件 は 明確 で は な い が,強

調 し た場 合 や ポ ー ズ を置 く場 合 に多 い よ うで あ る。

 複 数 の 話 者 を調 査 した 地 点 で は,次 の話 者 の ア を示 す(経 歴 等 は別 稿)。 併 せ て 本 稿

で 用 い る略 号 を示 す 。 広(島):山 口 氏,志(々 島):高 島 氏,佐(柳 島):黒 田 氏,

(岩)黒(島):岩 国 氏,(真 鍋 島岩)坪:山 本 サ ワ ノ氏,(真 鍋 島 本)浦:川 上 氏 。

共(通 語的),全(地 点),他(地 点),×(使 わない)。 表中,O内 は,そ の前 の項 目へ の注 記。

 音 韻 に つ いて,2,3述 べ る。 セ ・ゼ は 坪 で 口蓋 化(黒 ・浦 で もその傾 向 あ り)。 志 ・

坪 で は文 節 中 尾 の ダ ・ガ行 子 音 が 〔～d,～g〕(四 つ 仮 名 の 区 別 な く,ジ ・ズ の 場 合 は

鼻 音 化 せ ず),他 で は 〔d,g〕 。 ク ワ ・グ ワは表 中 に示 す 。 連 母 音 の 融 合(ai→�:な

ど)は な い 。

紙 面 節 約 の た め に色 々 な手 段 を とっ た の で,読 み に く くな った こ と,お 詫 び しま す 。

そ の 他,述 べ るべ き こ とが 多 いが,一 切 省 略 す る。
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(名 詞 〕

 1-1類

       広 志 佐 黒 坪 浦

 柄       1  1 テ0 テ0 0  0

 蚊01テ0テ000

 香     × × × × X ×

   カザ  テ2テ2テ2テ2テ2テ2

 子11テ0テ000

 瀬01テ0テ000

 血01テ0テ000

 戸       0  1 テ0 テ0 0  0

 帆       1  1 テ0 テ0 0  0

 緒(下 駄) 0 ヱ テ0テ00 0

 亙一2類

 対応:全1

 名葉 日(太 陽,日 付)鵜 矢。

 不対応

       広 志 佐 黒 坪 浦

  2)         -  藻       1  1 
ア0 テ0 1  1

 1-5類

 対応:全 テ0

  木粉酢田手菜荷根火屁穂箕目芽湯夜輪絵尾。

 不対 応

 砥野 二全 ×

 1-X類

       広 志 佐 黒 坪 浦

  毛11テ0テ000

  巣11テ0テ000

      3)  背(身長) 0 1 1ρ 0 0 0

  歯     1 1 1 1 1 1

 刃      1 1 1 1 1 1

 世(希,の為) 1 1 テ0テ0 0 0

1一 そ の 他

      広 志 佐 黒 坪 浦

 亥(え と)4)1 1テ0テ0 0 0

 胃       1  1 テ0 テ0 0  0

卯(え と)の1、 テ。 テ。 。 。

 気(が 狂 う) 0 1 1 1 0 0

 碁0テ0テ0テ000

  4) 五 〇1テ0
テ000

 差 テ0テ0テ0テ000

 茶(飲 み物) テ0テ0テ0テ0テ0テ0

 _4)    _    _   _ 
_      ア0 テ0 ア0 テ0 ア0 テ0

子(え と)4)1、 テ0テ00。

 分(が 悪 い) 0 1 テ0テ0 0 0

 間(が ぬ ける)  0  1 テ0 テ0 0  0

  (居 る～に)  1  1 テ0 1  1  1

巳(え と)4)、 、 テ。 テ0。0

ロ ー1類

対 応 二全 テ2

蟻鹹 牛4)梅(ン.)魚(イ オ)5)鮪 老

 柿風蟹(ガ ネ)金 鐘壁顔釜疵 釘頸腰 薦

 先(棒 の)酒 笹鯖 杉裾 袖竹棚 爪鳥4)西

 箱端蜂 鼻羽根灰蠅(ハ イ)髯 膝Cに 乗せ

る)6)紐(。 ボ)語 筆樋 水峰7)桃

 嫁棟籠 株(草)胡 麻薮 横。

不対応

      広 志 佐 黒 坪 浦

 灰汁    0 テ2テ2 0 テ2テ2

 姉 テ22テ2テ2テ2テ2

 飴       テ0 テ0 テ0 テ0 テ0 テ0
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瘡 × × × × × × 蓼 テ220テ2テ2テ2

粥(希) テ0テ0テ0テ0テ0テ0  塵    0テ2テ2 0テ2テ2

オカイ(サン) テ0 テ0 テ0 テ0 テ0 テ0   筒       テ0 テ2 テ2 テ0 テ2 テ0

雉 子 02テ2000壷 テ2テ2テ20テ2テ2

君(共)  0 2 0 0 0 0  釣    0 2 0テ2テ2テ2

桐 テ22テ2テ2テ20床 020000

                       4)霧 
テ22テ2テ20テ2虎 0テ2テ2テ2テ20

ロ   テ2テ2テ20テ2テ2  庭(土 閻) 1 1テ2テ2テ2テ2

                       8)国 020000布 0
テ2000希0

                       9)鍬02000テ0軒
テ220テ2テ2テ2               ク

ワー

暮(去 年 の) 0 2 テ2 0 テ2テ2   蓮     テ2テ2テ2 0 テ2テ2

籠手(希,剣 道) 0 2 0 0 × 0   縁       0 テ2 テ2 テ2 テ2 テ2

 鏝020000稗 テ2テ20× テ00

駒(将 棋) テ0テ0テ0テ0テ0テ0  菱     0 2 0 0希 テ2テ2

独 楽(ゴ マ) テ0テ0テ0テ0テ0テ0   暇     0 テ2テ2テ2 0 0

此 1テ2テ2テ2テ2テ2鰭 テ2テ200テ20

鷺       1 テ2 テ2 1  1  1    札       0 テ2 テ2 テ2 テ2 テ2

里(実 家) 0 2 0 0テ2テ2  藤    0 2テ2 0テ2テ2

鮫1201'0,1/0笛02テ20テ20

皿 テ2テ2テ20テ2テ2臍 テ2テ2テ20テ2テ2

品 テ0テ0テ0テ0テ0テ0星 0テ2テ2テ2テ2テ2

芝 テ0テ0テ0テ0テ0テ0的020000

皺      1 1 1/ 1! 1! 1   舞i     O 2 0 0 0 0

鋤 × × × × × × 宮02テ20テ2テ2

鈴 111111虫 020000

末(が 楽 しみ) 0 テ2テ2テ2テ2テ2   籾     1 テ2 0 テ2テ0テ2

底      1 テ2テ2テ2テ2テ2   森      0 希2テ2テ2 0 0

其1テ2テ2テ2テ2テ2宵0200テ20

鷹    0テ2テ2テ2テ2テ2  丘(陸) 1 1 1'テ2 fテ2

滝       0  2  0  0  0  0    甥       0 テ2 テ2 テ2 テ2 テ2

竜4)  。 。 テ2。 テ2。 誰  テ。 テ。 テ。 テ。 テ。 テ。
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何 処    テ0テ0テ0テ0テ0テ0

友(希)  1 1 1! 1/ r 1

真 似     1 1 1/ 1/ 1' 1

仮 名    テ0テ0テ0テ0テ0 0

甲斐(がない) テ0 テ0 テ0 テ0 テ0 テ0

蚊げ  。2。 。 。 。

城       0 テ2 テ2 0 テ2 テ2

艶      0 1 1' 0 0 1

槍       0 テ2 0  0 テ2 テ2

床0テ0テ2テ2テ20

百合    テ2テ20テ2テ2テ2テ2

∬-2類

対 応a:広 志 浦1,佐 黒 坪1'

 痣(ほ くろ)岩 歌音方(様 ～)型 川北n)

 下褄旗 機胸 村八重故(希)彼(ア レ)

 栗毬 門(カ ド,前 庭 。屋外の意 なし)

 牙 頃妻 人姫 為余所。

対応b:全1

石垣 紙旅度 次弦(希)蔓 梨鮒 昼冬聡)

 町 雪 鰺 杭13)嬋14)文(希)夏 。

不 対 応

      広 志 佐 黒 坪 浦

 串     0 1 0 0 1 1

 鞍     0 2 0 0 0 0

 塚(希)  × 1 0 × × ×

 蔦011/01'1

 業(柔 道) 1 1 0 1/ 1! 1

 殻111!1'1/1

  空 テ0テ01!テ01!1

 虹     0 0 0 0 1 1

∬-5類

対応:広 佐黒坪浦0,志2

 垢 足 網 泡15)池 犬4!家16)芋 色 腕 畝馬(ン マ)4)

 裏鬼親神髪瓶菊岸肝(鶏 肉)茎 草櫛靴

 熊 倉 栗 苔 米 坂 銹17)舌 匈 塩19)潮19)島 霜 尻

 頸(膝 頭)炭 墨谷 月土綱角面 弟子 毒年

 縄糠蚤墓刷 毛鉢恥 花浜腹皹(茶 わんの)

騰 桝胯 鯛 脂20)山 闇指(イ ビ)弓 夢

 脇 枠綿貝糞 桑玉豆 姪膿21)堀店 。

不対 応

      広 志 佐 黒 坪 浦

 明B(共)テ0 2 0 0 0 0

 綾     × × × × × ×

 蛆 テ2テ21テ211

 鍵     0 2 0 0 0 1

 勝 ち     1 1 0 1 0 0

 際021!000

 組(学 校) 1 1 1 1 0 0

 事(と 次第)  0  2  0  0  0  0

  (する～)22)、2d。 」r。 。

 竿 テ220000

 標02テ0000

  オシメサン テ0 テ0 テ0テ0 テ0テ0

鮨23) 、,。2。 。 。 。

 芹 テ210000

 丈(タ キ) 1 2 0 0 0 0

 柄(希)  × 2 0 0 × 0

 時(と 場 所) 0 2 0 0 0 0

     22)  (する
～) 1 2,40,4 1 0 0

 波     1 2 0 0 0 0

 熨 斗    1 1 1 1 1 1

 .,



海 苔    1 2 0 0 1 1

 糊     0 2 0 0 0 0

萩      1 1 1 1 1 1

撥      1 2 0 0 0 0

晴 れ    テ2 1 0 0 f O,1

房11rrγ1

縁      1 1 0 0 0 0

鞠      0 2 0 0 0 0

テ ン マ ル24)テ02Xテ000

室(希)  0 1 0 0 0 0

     ゐ)物(が な
い) 0 2 0 0 0 0

 (飲む～)幼 ユ 翫10江 ユ 0 0

腋 テ0テ00000

麻       テ0 テ0 テ0 テ0 テ0 テ0

孑L      テ0 テ0 テ0 テ0 テ0 テ0

皮 テ0テ00テ000

雲 テ220000

大 刀(希) 1 1 1 1 1 1,0

調      1 2 0 0 0 0

塔       テ0 2  1 テ0 テ0 テ0

後      0 1,2 0 0 0 0

鰐      1 1 1 1 1 1

恋      1 1 0 1 0 0

孫111/ff1

■-4類

対 応:全 テ0

 跡粟息板市 何時糸稲 臼瓜擢笠(傘 も)

 糟数肩角鎌 上絹 杵 錐 管 屑 今 朝 今 日鞘

(豆)瀚 隅銭倶啌 解 杖 中何苗26)鑿

 箸肌針舟紅箆松喙嗜蓑幼麦藁桁(数)

 卞藪槌他 帯外 乳粒28)宿 。

不 対 応

       広 志 佐 黒 坪 浦

 海(オ ミ) テ2 テ0 テ0 テ0 テ0 テ0

 咎(希) × × 00,1'× 1

 罠(希)  01,2 1' 1' 1' 1

 我(2人 称) テ2テ2テ2テ2テ2テ2

 父 テ0テ01テ011

 尼      × × × × × ×

  ア マ サ ン テ0テ0テ0テ0テ0テ0

 鍔     希 テ0テ0テ0 1'テ0 0

主(動 物)29)テ 。 テ0、 テ。 、 、

E―5類

対応:全 テ2

 秋汗虻雨鮎蜘蛛鯉声猿4)常(日 常)鶴 鍋

春軈 聟鉤)翻 麟 声の。

不 対 応

      広 志 佐 黒 坪 浦

 藍      テ0 テ0 テ0 テ0 テ0 テ0

 蔭i      テ2 テ2 テ0 テ0 テ2 テ2

 黍       テ0 テ0 テ0 テ0 テ0 テ0

 琴     1 2 0 0 0 0

 足 袋    テ0テ0テ0テ0テ0テ0

 露       テ2 テ2 0 テ0 テ2 1

  32) 鱧       
テ2 テ2 テ2 1ノ テ2 テ2

  33) 蛭      テ2 
テ2 テ2 ×  ×  ×

 前(と 後 ろ) テ2テ2テ2テ2テ2テ2

  (以 前) 1 1 f 1' r 1

 眉(希)鋤 テ0テ0テ0テ0× テ0

繭 訪) テ。 テ0テ 。 テ。 テ。 テ。
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股(希)鑢)テ 。 テ 。 × テ。 テ。 、

青111/1/1/1

赤111/f1/1

朝 テ0テ0テ0テ0テ0テ0

兄 テ2テ2テ2テ2テ21

黒11ff1'1

白111/1!1'1

鱚i      テ2 テ2 テ2 f テ2 1

縦 テ0テ0テ0テ0テ0テ0

蛇(共)37)テ2テ2テ2、 テ2、

丑一X類

       広 志 佐 黒 坪 浦

上111/1'1/1

 うち(家) 1 i 1 1 1 1

箜1鰕 亨 ・ ・ ・ …

 下111'1/1/1

程(す る～) 1 1 0 0 0 0

亀 テ220テ200

 鴨       テ2 テ2 テ2 テ2 テ2 テ2

 蛸      0 2 0 0 0 0

 鳩      0 2 0 0 0 0

 今 テ0テ0テ0テ0テ0テ0

 夜 テ0テ0テ0テ0テ0テ0

 そ こ   テ0テ0テ0テ0テ0テ0

 こ こ     テ0 テ0 テ0 テ0 テ0 テ0

 沖      0 2 0 0 0 0

 奥       テ0 テ0 テ0 テ0 テ0 テ0

 供11ユ ∫1'r1

 本      0 2 0 0 0 0

 元(は 先 生) 1 1 「 1' 1/ 1

許      0 2 0 0 0 0

豆一その他

       広 志 佐 黒 坪 浦

愛       1  1  1  1 テ0 テ0

餡      0 2 0 0 0 0

駅      1 1 1 1 1 1

 お茶     テ0 テ0 テ0 テ0 テ0 テ0

学      0 1 0 1 0 0

火事鋤   1 1 1 1 1 1

歌 手    1 1 1 1 1 1

 ガ ス    1 1 1 1 1 1

缶      1 1 1 1 1 1

汽 車    1 1 1' 1' r 1

曲      1 1 1 1 1 1

義 理    0 2 0 0 0 0

金(将 棋 も) 1 1 1 1 1 1

銀(将 棋 も)  1  1  1  1  1  1

剣       テ0 テ0 テ0 テ0 テ0 テ〇

十(ジ ュー)  1 テ0 1  1  1  1

 (人 名)

 タ ケ(女)1 1 1! 1' r 1

  ト ラ(女)1 1 1! 1' 1/ 1

 マ ツ(女)1 1 1 1 1 1

 タケ(男,略称)1 テ2 1/ 1' f 1

  トラ(男,略称)1 テ2 1/ 1/ 1/ 1

 マソ(男,略称)1 テ2 1 1 1 1

ぞ驫 齢 テ・テ・f・f・

煤 テ2テ2テ2テ2テ2テ2

世 話    1 1 f r f 1

 デ モ(希) 1 1 1/ 1/ 1/ 1

―86-



猫 テ2テ2テ2テ2テ2テ2

場 所    1 1 r 1' 1/ 1

バ ス     1 1 1 1 1 1

パ パ(父) 1 1 1/ 1/ 1! 1

パ ン    1 1 1 1 1 1

棒      0 2 1 1 1 1

本      0 2 0 0 0 0

盆(器)  0 2 1 1 1 1

  (八 月) テ0 テ0 テ0 テ0 テ0テ0

マ マ(母) 1 1 1'1'1'1

論 テ0テ ⑪ テ0テ0テ0テ0

Ⅱ 一1類

   広 志 佐 黒 坪 浦

値         ×  ×  ×  ×  ×  ×

葵 テ020テ00テ0

筏 テ02σ テ0σ テ0

錨       0  2 テ2 テ2 0  ⑪

巌  × × × × × ×

鰯 テ0テ0テ2テ2テ2テ2

嗽 い    0 2 0 0 0 0

漆       テ2 テ2 テ2 0 テ2 テ2

己(希)  0 2 0' 0 σ 0

痙  × × × × × ×

 オ シ39)テ2テ2テ2。 、 、

篝  × × × × × ×

飾       0  2  0 テ0 0  0

霞  020000

形111'1/1!1

桂  × × × × × ×

鰹       0  2 テ2ノ テ2ノ テ2ノ テ2

骸  × × × × × ×

着 物40) 。2,刋 ガ テ2冦 。

鎖      1 1 1' 1' 1/ 1

轡(希)  0 2 σ 0 σ 0

位(が 高 い) 0 2 0 0 0 0

車       テ2 2 テ2/ 0 テ2!テ2

煙(ケ ブ リ) 0 2 テ2テ2テ2テ2

仔 牛    1 テ0 0 0 0 0

今 年    テ2テ2テ2テ2テ2テ2

氷      1 1 1 1 0 1

冠丶L凵  020!00!0

今 宵     × × × × × ×

叡 酬 曽)・2テ 才 ・ テ才 テ・

魚41)  。 共2共 テ旗 テ哄 テ哄 朔

盛(花,犬) 0 2 テ2テ2テ2テ2

桜020'00/0

悟 り     0 2 0 0 0 0

置章 り     ×  ×  ×  ×  ×  ×

舅(希)  0 2 0/0 0'0

印       0  2 テ2 0 テ2 テ2

仕 業    0 2 0' 0 0/ 0

鱸02テ2テ2テ2テ0

相i僕       0  2  1/  1/  0  0

薪 テ0テ0テ0テ0テ0テ0

畳       0  2 テ2 テ2 テ2 テ2

 42)粽
テ02テ20テ2テ2

序02テ2!テ2ノ テ2!テ2

使 い   テ0テ0テ2 0 0 0

 お 使 い  テ0テ0テ0テ0テ0テ0

机0テ00!00/0

常 盤i    × × × × × ×

隣       テ0 テ0 テ2 テ2 テ2 テ2
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泊 り    0 2 0 0 0 0

(宿 泊,希)

膠43)  。2σ 。 σ 。

寝 言    テ2 2 テ2ノ テ2/テ2/テ2

望 み    0 2 0 0 0 0

初 め    0 2 テ2'テ2ノ テ2'テ2

蓮    × × × × × ×

鼻 血    テ2テ2テ2テ2テ2テ2

埴 輪    × × × × × ×

庇 テ220テ000

  44)額(共) 
テ2 2テ20テ2テ2

棺(希)  0 2 0 0 0 0

羊       テ2 テ2 テ2 テ2 テ2 テ2

日照    0 2 テ2テ2テ2テ2

布 海 苔   テ0テ2テ2テ2テ2テ2

汀    × × × × × ×

霙       テ0 テ0 0. テ0 0/ 0

港    0 2 0/0 0/0

深 山   × × × × × ×

櫓   020/00,0

柳       0 テ2 テ2 0 テ2 テ2

嬲(ヤ マ。)45)テ 。 テ。 弼 ガ テ。 テ。

 ゴケ(サン) テ0 テ0 テ0 テ0 テ0 テ0

涎(共)  0 × 0' 0 0/ 0

 ヨ ー ダ レ 0 1 0 0 0 0

鎧    0 2 0 0 0 0

渡 り    0 2 0 0 0 0

(鳥 の,希)

夫11110'1

糸冬 り         0   1   1.  0   0   1

霰(雪 の) 0 テ2/0,テ2/0/ 0

蕪 菁    テ0テ0テ0テ0テ0テ0

昔 テ0テ0テ0テ0テ0テ0

鏃  × × × × × ×

i麹  020000

河 原    0 テ0 0/ 0 0' 0

竈(共) テ0テ0テ0テ0 0/0

ク ド   1 1 1' 1/ 1/ 1

子 供    テ0テ0テ2ノ テ2'テ2'テ2

d丶,鳥  020000

障 子    0 2 1 1 0 0

名 前    0 2 0/ 0 0' 0

昇 り(上 り) 0 2 0 0 0 0

幟      0  2 テ2 テ2 0  0

二 十 日    テ2 2 テ2ノテ2/〇 ニテ2!テ2

日 和46) 。 テ2、 ・ 、・ テ2テ2

二 日     テ2 2 テ2'テ2/ 0ノ テ2

埃0テ2テ2テ2テ2テ2

味 方     0 2 0' 0 0' 0

帝(希)  0 2 0! 0 0/ 0

操   o20/00ノ 〇

三 日     テ3 2 テ2/テ2/ 0! テ2

者β          0   2   0/  0   0!  〇

六 日   0 2 テ2ノ テ2'0'テ2

息 子    テ2 2 テ2'テ2ノ テ2ノ テ2

ノ丶Eヨ  02110,0

奴(豆 腐)47)テ 。 テ。 テ。 テ。 テ。 テ。

四 日   テ3 2 テ2'テ2'0'テ2

田 舎    0 2 0/ 0 0' 0

踊 り     テ0 2  0  0  0  0

皿一2類

   広 志 佐 黒 坪 浦

小 豆    テ2テ2テ2テ2テ2テ2

毛 抜    1 テ2テ2テ2テ2テ2

 ::



二 重       ×  ×  ×  ×  ×  ×

娘       テ2 テ2 テ2/テ2ノ テ2/テ2

三っ衂    1 1 1 1 1 1

六 っ    1 1 1 1 1 1

ノ丶つ       1  1  1  1  1  1

四 っ    1 1 1 1 1 1

女      1 1 1 1 1 1

  オ ナ ゴ  テ2テ2テ2'テ2'テ2!テ2

二 っ     テ0 テ0 テ0 テ0テ0,1/テ 〇

二 人    テ0テ0テ0テ0テ0テ0

夕 べ(昨 夜) テ0テ0テ0テ0テ0テ0

。 ンベ49)× テ0テ0テ0テ0テ0

東 テ2テ2テ2テ2テ2テ2

皿 一4類

対 応a:広 黒 浦0,志2,佐 坪0!

 頭(ア タ マ)表 頭(カ シ ラ,親 分)刀

 ―璽L  ●     o  ●              ●  0             50) 
言 葉 宝 谷 問 渚(希)縫 目 袴 袋 仏 蓆 男

融 扇衾(襖 卿 抽 鉋謁 饒 齢

 俵(タ ー ラ)勤 め(会 社)七 日(ナ ヌ

 カ)恐 れ 。

対 応b:広 佐 黒 坪 浦0,志2

 扇鼬52)項(希)痕 み鏡敵暦験(～ に)

 勉 み唾液53)剣 光密 き恵 ホ鋏林岳 ら硯歎

 き南 ホ54)願 い。

不 対 応

      広 志 佐 黒 坪 浦

 明 日   テ0テ0 0/ 0 0/ 0

 袷020/テ2/0/0

 余 り   0テ0 1' 0 0 0

 廐     × × × × × ×

 棲 処     1 1,2テ0 1 0' 0

俘      × × × × × ×

族      × × × × × ×

軍      テ2,テ02  0/ 1  0! 0

潮      × × × × × ×

鶉       希0 2 0気 テ0 0' 0

境(サ カエ) テ0 テ0 テ0テ0 テ0 テ0

類      × × × × × ×

鯰      0 1,テoO O O O

痛 み    0 テo O テ0 0 0

昨 日    1 1 1' 1/ 1! 1

キ ニ 。-55)11f× γ1

住 居    1 1 1' 1/ 0 0

峠 テ0テ0テ0テ0テ0テ0

頼 み    0 2 1■ 0 0 0

袂 テ220ノ テ2'0/0

鼓56) 希 。 希2テ2希 。 希 。 希 。

流 れ    1 2 1! 1 f O

別 れ    1 2 1■0,1'1/ 1

皿 一5類

   広 志 佐 黒 坪 浦

朝 日    1 1 0 1' 0 0

五 つ    0 2 0 0 0 0

命  020000

神 楽        0  2  0'  0   σ   0

鰈(カ レー) 1 2 f f f 1

 カ レ   1 2 f 1/ 1! 1

胡瓜(キュ―リ) 1 2 0 0 1 1

心  121'1/1/0

柘榴(ジャクロ) 0 2  1 0  1  1

姿120/1!0/0

涙020!00/0

 :・



錦11f1'r1

情      1 1 f 1/ 1/ 1

茄子(ナ スビ) テ2テ0テ0テ0テ0テ0

箒      0 2 0 0 0 0

単 衣    テ0 2 テ0テ0 σ 0

火 箸    テ0テ0 0 0 0 0

枕 テ2テ2テ2〆 テ2/テ2!テ2

眼(希)  1 2 0/ 0 0■ 0

2由   020/00/0

簾111'1/1'1

柱 テ2テ21111

主1,テ0テ20100

哀111'1'1/1

従 兄 弟   0 2 0' 0 0/ 0

親 子    テ0テ0テ0テ0テ0テ0

襷 テ2テ20テ2テ20

紅 葉    1 1 1! 1' 1' 1

鮑111'ff1

山 葵    1 1 1' 1' 1/ 1

皿 一6類

対 応:全 テ0

勲(そ の うち)兎 鰻蛙57)雛 鼠錠

 。 …           58)・ … 雲 雀 誠 蚯 蚓(メメ ズ)蓬 菖蒲 鴎 団子

躙 田)燕60)裸 左 。

不 対 応

       広 志 佐 黒 坪 浦

蝨(シ ラ.)61)テ 。 テ。 × × テ。 テ。

 芒      テ0 テ0 テ0 テ0 テ2 テ0

  シ ノ   × 2 0 0 0 0

 李 テ0テ0テ0テ01/1

背 中62) テ2テ2鬼 テ才 テ2テ 。

 高 さ  テ0テ2テ0テ0,rテ0テ0テ0

 大 人(共) テ0テ0テ0テOテ2ノ テ2

  オ セ   テ2テ2テ2テ2テ2テ2

 長 さ  テ0,テ2テ0テ0,fテ0テ0テ0

 広 さ  テ0,テ2テ0テ0,rテ0テ0テ0

皿 一7類

対 応a:広 志 浦 テ2,佐 黒 坪 テ2〆

 兜 苺 畠後 ろ。

対 応b:全 テ2

 幸字63)薬 使 ら盥64)椿 病二入二ろ。

不 対 応

       広 志 佐 黒 坪 浦

 蚕       1 テ2 テ2/ 1 テ2/テ2

 鯨 テ2テ2テ2!1テ2ノ テ2

 千 鳥    テ2テ2テ2テ2 1' 0

 卵       テ2 1  1/ f  f  1

      (1の 人 も)

 鉛 テ2テ2fテ2テ2テ2

 緑       テ2 2  0  0  0  0

皿 一X類

間(家 と家の)65)0 2 σ 0 (γ 0

 (售 る～)66)、 、 σ 、 、 、

所(時 と) 0 2 0' 0 0' 0

 ト。(来 る一)22)。2、 、 。、rr。0

欠 伸    テ2テ2 0 0 テ2テ2

胡座(共)67)。2σ 。 ×0

足 駄    × × × × × ×

草 鞋68) テ020000

辺 り   1 1 1/ 0 0 1

あなた(共,人) 1 2 1' 1/ 1' 1

凵」69)風     0 2 0 0 0 0

一90一



力111!1!1'1

二 十 才   1 1 f 1' f 1

向 う   1 1 r 1/ f 1

柏      × × × × × ×

鶏 肉(カシワ) テ2 テ2 テ2ノ テ2!テ2'テ2

蜥蜴70) テ2テ2テ7ガ ガ テ2

釣瓶(ツ ブレ) テ2 テ2 テ2ノ テ2ノ テ2!テ2

叙 め    0 2 0/ 0 0/ 0

蕨71) テ。2。 。 。 。

仲 問       1  2  0/ 0  1/  1

盲020'00'0

狸72) テ22、 ・ 。 、/、

蛍      0 2 0 0 0 0

炎73)  、 、 。r。 、

社020/00/1

鳥 テ0テ0テ0テ0テ0テ0

泉(井戸の意) 0 2 0 0 0 0

翁         ×  希2 希1  ×  ×   ×

栄 螺    1 1 0' 0 1! 1

翼       テ2 テ2 テ2ノ テ0 テ0 テ0

麓020!00/0

御 輿    1 2 0 0 0 0

南02テ2テ200

皿 一 そ の 他

      広 志 佐 黒 坪 浦

 相 手    0 2 0/ 0 0! 0

 網 戸    1 1 0/ 1 0/ 0

 イ ン ド   1 1 1 1 1 1

 因 果    テ2テ2テ2!テ2ノ テ2ノテ2

 う ど ん   0 2 0 0 0 0

 浮 気  020000

英 語    テ0テ0テ0テ0テ0テ0

笑 くぼ   1 1 1 1 1 1

お 芋    テ0テ0テ0テ0テ0テ0

お 水    テ0テ0テ0テ0テ0テ0

温 度    1 1 1 1 1 1

音 頭    1 テ2 0 1 0 テ0

学 者    1 1 1 1 1 1

火 曜    テ2テ0 0 0 r 1

ガ ラ ス   1 i 1' 1' 1! 1

カ ル タ   0 2 1 1 1 1

濮i字     テ0 テ0 テ0 テ0 テ0 テ0

ぎ っ ち ょ  テ3 1  1  1  1  1

切 符    テ0テ0 0 テ0テ0テ0

金 魚    1 1 1 1 1 1

空 気    1 1 1 1 1 1

靴 屋    0 2 0/ 0 0■ 0

首 輪    テ0テ0テ2'0 テ2/テ0

芸 者    テ0テ0テ0テ0テ0テ0

小 石    0 テ0 0 0 0 0

  74)碁 石    テ2テ2 0 0 0 0

小 犬    0 テ0 0 0 0 0

黄 金    0 1 σ 0 σ 0

ノ亅丶熊      0 テ0 σ  0  (y o

五 十    〇 2 0 0 0 0

御 飯    1 1 1/ f 1! 1

  75)小 麦    1 1 r r r 1

ゴ ルレフ       1   1   1/  1/  1/  1

詐 欺 師   2 テ2 r r r 1

さ っ き    テ3 テ0 1 テ2! 1  1

雑 誌    テ0テ0テ0テ0テ0テ 〇

三 個     テ0 テ0 テ0 テ0 テ0 テ0

一91一



三 時    1 テ2 1 1 1 1

十九(ジュ―ク) 0 3 0 0 0 0

十 五    〇 3 0 0 0 0

十 二  220000

水 瓜    0 2 0' 0 0' 0

炊 事    テ0テ0テ0テ0テ0テ0

草履(ジゴ リ)テ0,0 2 0 0 1 1

そ の 場    0 2 0■ 0 0/ 0

窒 素    1 ユ 1 1 1 1

ち ょ っ と  1 1 1 1 1 1

月 見    0 2 0 0 0 0

テ レ ビ   1 1 1. 1/ r 1

電 話     テ0 1  1  1  1  1

ド イ ツ    1  1  1  1  1  1

豆 腐    0 2 0 0 0 0

土 曜    テ2テ0 0 0 1' 1

に き び   0 1 0 0 0 0

米占土         1   1   1   1   1   1

   76)     ―    _    _ば
っ た   テ0ア0テ0ア0テ0ア0

花 見    0 2 0 0 0 0

判 こ     テ0 テ0 テ0 テ0 テ0 テ0

ヒット(歌) 1 1 1 1 1 1

昼 寝    0 2 0!テ2ノ テ0テ2

帽 子    テ0テ0 1 0 1 1

蜜 柑    1 1 r 1' 1/ 1

岬         0   1   1!  0  1!  1

ミル ク    1  1  1/ 1ノ 】1/ 1

み ん な   テ2 2 テ2/1 テ2/テ2

木 綿    テ2テ2テ2テ2テ2テ2

夕 日   1 1 1 1 1 1

ラ ジ オ   1 1 1 1 1 1

フ ッ パ    テ0 テ0 テ0 テ0 テ0 テ〇

六 時    1 1 f 1/ 1' 1

割 木(ワルキ) テ0 2 テ2テ2テ2テ2

1V

      広 志 佐 黒 坪 浦

挨 拶    1 1 1 1 1 1

青 空    0 3 0 0 0 0

赤 土    3 テ0テ0テ0テ0テ0

 ア カ ド ロ × テ0テ0 × テ0テ0

あ く る 日  3 2 0 テ2/0,テ2'テ3

あ け の 日  3 2 0 テ2ノ テ2ノ テ3

朝 顔    1 1 1' 1' 1/ 1

足 跡    3 2 0 0 0 0

足 首    3 2 0 0 0 0

紫 陽 花   0 2 0 0 0 1

汗 か き   テ3テ3テ2'テ2!テ2'テ3

遊 び場   テ0 テ0 テ0 テ0 テ0テ0

甘 酒    テ2テ0テ0テ0テ2ノ テ3

網 元    3 3 G O G O

雨 ふ り  テ3テ2 0 0 0 テ3

粟 餅     ラ=0,テ3テ0 0テ0,テ2!テ2/テ3

安 全    0 3 0 0 0 0

あ ん パ ン  0 3 0 0 0 0

悪 戯    テ0テ0 0 テ0 0 0

無 花 果77) テ2テ2テ2・ テ2・ テ2・ テ3

猪 テ2テ2テ2/テ2ノ テ2!テ3

胃 袋    1 1 f f f 1

因 縁    テ0テ0テ0テ0テ0テ0

嘘 つ き    テ3 テ2 0  0  0  o

駅 前    3 2 0 0 0 0

一92一



エ フ。ロ ン  1 1 1 1 1 1

鉛 筆    テ0テ0 0 テ0 0 0

お 祝    テ0テ0テ0テ0テ0テ0

おうどん 供)78)テ2テ2fテ2 fテ3

大 雪    3 2 0 0 0 0

お 化 粧   テ2テ2 1/ 1' 1' 1

お 茶 漬   テ0テ0テ0テ0テ0テ0

茶 漬79)テ 。 テ。 テ。 テ。 テ。 テ・

む 鑷)テ ・ テ・ テ磨 府 才 テ・

お握 り(飯) テ2 テ3 r テ2' 1' テ3

お 見i舞   テ0テ0テ0テ0テ0テ0

親 方    3 3 0 0 0 0

外 国    テ0テ0テ0テ0 1 テ0

貝 殻80) テ3テ 。 訝 訝 テ・ テ・

員 掘    0 テ0 0 0 0 0

火 葬 場   テ0テ0テ0テ0テ0テ0

金 槌    テ2テ2テ2/テ2/テ2ノ テ3

か み そ り  3 3 0 0 0 0

 ソ リ    ×  ×  0  0  0  0

耀 日8')テ2テ3。 。 。 。

ガ ラ ス戸  3 3 0 0 0 0

缶 き り    テ3 テ3 0  0  0  0

缶 詰 め   0,テ03 0 0 0 0

元 日   テ0テ0テ0テ0テ0テ0

気 ち が い  テ3テ2テ2!テ2ノ テ2ノ テ3

絹 糸    テ0テ0テ0テ0テ0テ0

鏡 台     3 2 1 1 1 1

兄 弟    テ3テ2テ2'テ2'テ2!テ3

京 都 市(希) 3,1 1 0 0 0 0

 京 都   1 1 1 1 1 1

金 曜    3,テ3テ0 0 0 1 1

釘 抜 き(具) テ3テ2テ2ノ テ2!テ2'テ3

薬 湯82) テ。 テ。 テげ テ・ テ2テ ・

嘴 テ2テ2テ2/テ2ノ テ2/テ3

唇83) テ2テ2テ 才 訝 テ才 テ3

  84)靴 下    0 3 0 0 0 0

蜘 蛛 の巣  テ0テ0テ0テ0テ0テ0

黒 土     希3 テ0 テ0 テ0 テ0 テ0

下 駄 箱   テ0テ0テ2!テ0テ0テ3

月 曜   3,テ3テ0 0 0 1 1

腰 痛    テ0テ0テ0テ0テ0テ0

ノ」、遣 し、       1    1    1    1    1    1

裁 縫     テ0 テ0 テ0 テ0 テ0 テ0

盃      テ2 テ2 テ2ノ テ2ノ テ2/テ3

    85)さ び どめ  3 3 0 0 0 0

座 蒲 団   テ32,3 1 テ2/1 1

三 角    テ2テ2 テ2'テ2'テ2'テ3

三 千     テ3 テ0 テ0 テ0 テG テ0

        (テ3の 人 も)

塩 焼    3 3 0 0 0 0

獅 子 鼻   テ2 2 1 1 1 0

自 転 車86)テ2テ2fff、

    87)じ
ゃ が芋  テ0テ0テ0テ0テ0テ0

重 箱     テ3 テ0 テ0 テ0 テ2ノ テ3

生 萋 湯82)テ 。 テ。 テ9テ 。 珍 テ。

冗談    0 2 0 o O O

舗 湯88)テ 。 テ。 テ」 テ3訝 テ。

臼酒(どぶろく) テ0 テ0 テ0テ0 テ0テ0

心 臓    テ0テ0テ0テ0テ0テ0

水 仙    0 2 0 テ2/0 0

水 曜   3,テ3テ0 0 0 1 1

炭入れ(具) 3 3 0 0 0 0

税 金    0 2 0 1 0 1

一93一



石 炭    1 1 1 1 1 1

袖 ロ     テ2 テ2 テ2ノ テ2ノ テ2ノ テ3

算 盤    テ0テ0テ0テ0テ0テ0

大 学    3 テ2 1 0 1 1

橙 テ0テ0テ0テ0テ0テ0

竹 馬(タケンマ) テ2テ2テ2テ2テ2テ3

竹 薮    3 テ2テ2!テ2!テ2ノ テ3

七 タ    テ2テ2テ2'テ2/1' 1

食 べ 物   3 3 0 0 0 0

提 灯    0 2 0 0 0 0

中 学    テ2テ2 1 テ7 1 1

中 国    1 テ2 1 1 1 1

て っ ぺ ん  0 1 0 0 0 0

手 拭89)  テ3テ3 0 テ2・0 0

手 袋    テ3テ0 0 テ0テ0テ0

床 の 間   0 3 0 0 0 0

土 曜 日   テ2テ3 0 0 0 0

井       1 テ3 1 テ2/ 1  1

長 靴    テ0テ0テ0テ0テ0テ0

撫 子    テ2テ2テ2テ2テ2 0

ナベスケ(鍋敷)テ2 テ3 テ2 テ2 テ2 テ3

荷 車    テ22,テ21! 1/ 1/ 1

鶏 テ0テ0テ0テ0テoテ0

人 参go) テ。 テ。 テ。 テ。 テ・ テ・

姉 さん   1 1 1 1 1 1

残 り火   3希 テ0,30 0 0 0

灰 皿    3 テ2テ2ノ テ2ノ テ2ノ テ3

肺 病    テ0テ0テ0テ0テ0テ0

臼 米    1 テ2 1 1 1 1

鼻 糞    テ2 2 テ2テ2テ2テ3

羽 二 重   1 1 1 1 1 1

蛤 テ2テ31ノ テ2/00

腹 痛    テ0テ0テ0テ0テ0テ0

針 金    テ0テ0テ0テ0テ0テ0

針 箱    テ0テ0テ0テ0テ0テ0

半 熟91) テ0テ 。 テ。 テ。 テ。 テ。

飛 行 機   テ2テ2 r f 1! 1

日 の 丸   0 1 1/ 0 0 0

富 士 山   1 1 1 1 1 1

豚 肉    テ3テ3テ0テ0テ0テ 〇

二 人 目   テ0テ0テ0テ0テ0テ0

筆 入 れ 、  テ2テ2テ2 0 テ2テ3

船 乗 り   3 2 0 f O O

風 呂 敷    3 3,テ20 0 0 0

褌      3 2 0 0 0 0

勉 強     0 2 Q O O O

細 紐(～ ヒボ) テ0 テ0 テ0 テ0 テ0 テ0

毎 日   テ3テ2テ2ノ テ2ノ テ2ノ テ3

松 茸(マツタケ) テ3テ3テ2ノ テ2ノ テ0テ3

マ フ ラ ー  1 1 1 1 0 1

  92)饅 頭    0 0 0 0 0 0

水 撒    3 テ0テ2ノ テ2'テ2ノ テ3

身 じた く  1 1 0 1 1 テ3

道草(ミチクサ) テ0 テ2 テ2テ2テ2 0

麦 藁    3 テ0 0 0 0 0

婿 さ ん  テ2テ0テ2ノ テ2・ テ2・ テ3

虫 くい  テ3 2 0 0 0 0

虫 よ1ナ      3   3   0   0   0   0

木 曜   テ3,3テ0 0 0 1 1

餅 つ き   テ3,3テ0 0 テ2/ 0  0

も ら い子  テ3テ2 0 テ2 0 0

約 束    0 2 0 0 0 0

―94―



v

山草(ヤマクザ13)テ2 2 テ2テ2テ2テ3

山 道     3 2 0 0 0 0

夜 桜    テ2テ2 1' 1〆 1/ 1

四 つ 足   テ0テ0テ0テ0テ0テ0

来 年94)   テ0テ0テ0テ0テ0テ0

落 第     テ0 テ0 テ0 テ0 テ0 テ0

両 方95) テ。 テ。 テ。 テ。 テ。 テ。

。ラ蝋 藁 い 殍3テ 。 テ。 テ2テ 。 テ。

割 箸    1 1 テ2/1 テ2!1

悪 口  320000

      広 志 佐 黒 坪 浦

ア イ ウエ オ 4 2 0 0 0 0

赤 と ん ぼ テ3テ0テ0テ2ノ テ3テ3

赤 電 話   テ3テ3テ2ノ テ2/テ3テ3

上 が りロ  テ4テ4テ3ノ テ3'テ3ノ テ0

明 盲    3 テ0テ2/0 テ3テ3

    96)朝
ご は ん  3 3 0 0 0 0

頭 痛    テ0テ0テ0テ0テ0テ0

油 虫(蜚)  テ34,テ4テ3/テ3/テ3ノ テ4

雨や どり   3 3 0 0 0 0

扇男97) テ3テ3ガ 弦 テげ ×

洗 い は り テ0 3 0 テ0 0 0

言 い 伝 え  0 2 0 0 0 0

胃 か い よ う テ2 テ2 1/ 1! f  1

石 頭    3 テ0 0 テ2'0 0

石 拾 い   3 テ0 0 テ2'0 0

板 ば さみ  テ0テ0テ0テ0テ0テ0

稲 光    3 テ2 0 0 テ3'0

祝 い 事   0 2 0 0 0 0

イ ン ド人  テ4 4 0 テ3'0 0

植 木 鉢   3 テ2 0 テ0テ3/0

浮 き 沈 み  2 2 テ2'1'テ3ノ テ3

兎 小 屋   テ4 4 0 テ3/0 0

腕 木目歪業       3   2   0   0   0   0

腕 ま く り  3 3 0 0 0 0

乳騨98) 3テ3テ7ガ 。 。

運 動 場   テ0 3 0 テ0 0 0

お母 さん(共)テ2テ2 1/ 1' 1! 1

お 客 さん  テ0テ0テ0テ0テ0テ0

お 猿 さん  テ2テ2テ2テ2 1ノ テ3

お 赤 飯   テ2テ2テ2テ2 f ユ

お 月 さん  テ0テ2,テOテ3/テ3'テ0テ0

男 の 子   4 3 0 0 0 0

お 年 玉   テ0テ0テ0テ0テ0テ0

鬼 ケ 島   3 3 0 0 0 0

お 日 さん  テ2テ2 f 1! 1/ 1

親 狐    3 3 0 0 0 0

温 度 計   テ0テ3 0 0 0 0

音 頭 取 り  4 4 0 0 0 0

女 の 子   4 1 0 0 0 G

帰 りが け テ0テ0 0テ0 0 0

帰 り道  テ4 4 0テ0 0 0

隠 し 金   テ4 4 0 テ3!0 0

隠 し 事   テ0 3 0テ0,テ3/0 0

    99)隠 れ ん坊  
テ0テ0テ4ノ テ0テ0テ0

柏 餅100) テ44テ3テ げ テぎ テ4

か たつ む り101畧23テ4ガ 芳 。

勝 ち い くさ 3 3 0 0 0 0

兜 虫    テ3 4 テ3ノ テ3!テ3ノ テ4

紙 芝 居'02)3テ3潤 訝 摺 テ3

紙 袋    3 テ0テ2'テ2'テ3テ3
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辛 子 味 噌  テ4 4 テ3ノ テ3ノ テ3'テ4

狐 色    テ0 3 0 0 0 0

切 符 切 り  テ4テ4 0 テ3'テ3'テ4

金 時 計   3 3 0 0 0 0

金 曜 日   3,テ3テ4 0 0 0 0

薬 売 り   テ4テ4テ3'テ3'テ3!テ4

薬 代    テ4テ4テ3'テ3'テ3ノ テ4

薬 箱    テ4テ4テ3ノ テ3ノ テ3ノ テ4

口 げ ん か  3 テ2テ2'テ2!テ3テ3

国 づ く り 330000

月 曜 日   3,テ3テ4 0 0 0 0

鯉 幟     テ3 テ2 テ2'テ2/テ3'テ3

粉 ミル ク テ3テ3テ2'テ2'テ3/0

胡 麻 油   3 テ3テ2/テ2ノ テ3テ3

米 俵     3 3 0 0 0 0

根 比 べ   テ3テ3テ0テ0テ2'テ3'テ3

こ ん に ちわ103)3テ21。 、 、

桜 ん 坊   テ0テ0 0 テ0テ0テ0

薩摩芋104) 4 4 0 テ才 0 0

再 来 月105)33テ2テ2テ3テ3

猿 回 し   テ3テ2テ2'テ2ノ テ3ノ テ3

三 千 個   テ3テ3テ3テ3テ3テ3

持 参 金   テ0 3 テ2テ2テ3/テ3

簫 風 呂106)テ44テ3認 テ3テ3認 テ4

白 兎   テ3テ0テ0テ0 0 0

水 曜 日  3,テ3テ4 0 0 0 0

好 き 嫌 い  3テ3テ20 0 0

煤 鑓 い107) 希3テ3テ2・ テ才 テ3・ テ3

雀 取 り  テ4,テ3テ4テ3ノ テ3ノ テ3〆 テ4

相 撲 取 り108)32。 。 テ3。

    109)善 通 寺(地) 1 2 1 1 1 0

102)

―96―

洗 面 所   4 3 0 0 0 0

橙 酢    テ0テ0テ0テ0テ0テ0

台 所    4 2 1,0 1 1 1

宝 物     0 3 0 0 0 0

種 子 油  テ0,テ3テ3テ0テ2'0 0

垂 れ 流 し  テ0テ0テ0テ0テ0テ0

中 国 語   テ0テ0テ0テ0テ0テ0

土 煙      3  2 テ2' 0 テ3' 0

父 無 子   テ3 3 0 0 0 0

テントサン(天) 1  1  1  1  1  1

   110)泥 ま
み れ  3 3 0 0 0 0

唐 辛 子   4 3 0 00,テ3/0

ドンボースX夫刈)× テ3 テ4 テ2'テ3ノ テ3

流 れ 星   3 3 0 0 0 0

夏 み か ん  テ0テ0 0 0 テ3/0

握 り飯  テ4 4テ3'テ3/テ3ノ テ4

猫 柳    テ3テ3 0 テ2/0 0

箱 枕    3 2 テ2.テ2ノ テ3 0

畑 米   テ4テ4テ3!テ3ノ テ3'テ4

は っ た い 粉 テ0テ0テ0テ0テ0テ0

羽 根 蒲 団n1)3テ 。テ2讙 囎 。 。

春 休 み  テ0,テ3テ2テ2'テ2'テ3'テ3

は ん こ入 れ111レ44粥 認 テ3テ3テ4

火 消 壷   3 3 0 0 0 0

雛 祭 り    テ3 テ0 テ3'テ2!テ0 テ3

不 親 切   2 1 1' 1/ 1/ 1

ふ た い と こ  × テ0 テ2 × テ3ノ テ3

二 皮 目   4 テ0テ4ノ テ4'テ4'テ4

二 人 つ れ  テ0テ0テ0テ0 0 0

不 釣 合   2 1 f 1/ 1' 1

古 道 具   テ0テ0テ0テ2ノ テ0テ0



仏 さん   0 テ2 0 テ0 0 0

盆 踊 り    テ3テ0,テ3テ0 テ2/テ3ノ テ3

前 頭   テ0テ0テ2ノ テ0テ3テ3

蒔 き じ ま い テ0 テ0 テ0 テ0 テ0 テ0

町 は ず れ  3 2,3テ2/0 テ3 0

右 左    テ2テ2テ2テ2 0 0

身 ご し ら え 2 1 1/ 1' 1/ 1

水 加 減   3 テ2テ2ノ テ2/テ3ノ テ3

水仕事1n) 33刀 訝 訝 テぎ テ3

水不足111) 3テ2咒 認 訝 テげ 。

三 日お き  テ4 テ4 0 テ3! 0  0

南 風      3 テ2 0  0  0  0

木 曜 日   3,テ3テ4 0 0 0 0

木 綿 糸112) テ4テ4テ3'テ3'テ3テ4

山桜    3 テ2テ2ノ テ2ノ テ3テ3

雪 だ る ま  テ3テ2テ2ノ テ2!テ3テ3

幼 稚 園吻 テ3テ3訝 舩 テ3テ3

(動 詞 〕

 a 調 査語彙 二終 止形 で示 す。但 し一段

 動詞 は語尾 の 「ル」 を略 す。

 a-1 対応 す るもの

 1■(全 地点 ・全活用形 で1類 と2類 の

  区別 な し):着 為似煮(タ クII―1)

 寝居(オ ル はII―3)来 出見。

 π一1類:明 く入 る売 る置 く押す追 う欠

  く(カ グ,志 佐黒 コ グ)嗅 ぐ(カ ザム

  皿 ―1)貸 す買 う苅 る聞 く汲 む消 す越

  す敷 く知 る透 く吸 う添 う焚 く足 す散 る

  突 く継 ぐ積 む摘 む釣 る問 う飛ぶ泣 く鳴

 く鳴 る抜 く塗 る乗 る履 く張 る貼 る引 く

 弾 く退 く葺 く踏 む振 る巻 く舞 う(眩)

 揉 む盛 る焼 く止 む遣 る行 く(イ ク,イ

 タ)呼 ぶ寄 る沸 く割 る拭 く向 く。

∬-2類:合 う編 む有 る打 つ討 つ 膿 む

 (志 佐 オム)書 く援 く勝っ飼 う噛 む切

 る食 う(坪.未 然形 に ク ワー ン,ク ワ

 ース,ク ワー レルな ど)組 む繰 る扱 く

 (コ グ)漕 ぐ裂 く指 す刺 す住 む澄 む磨

 る剃 る立 つ断 つ(裁 縫)附 く着 く搗 く

 照 る解 く研 ぐ取 る綯 う成 る生 る脱 ぐ縫

 う練 るのす飲 む掃 く吐 く剥 ぐ這 う吹 く

 降 る干 す掘 る彫 る蒔 く撒 く待 つ蒸 す持

 つ漏 る病 む読 む縒 る酔 う折 る飽 く。

皿一3類:居(オ)る(広 は1類 に同 じ)。

∬皿一1類:明(開 も)け 上 げ当て荒 れ

 入 れ埋 め植 え(志 佐坪 イ～)欠 け(カ

 ゲ,志 佐黒 コゲ)替 え枯れ着せ消 え暮

 れ呉 れ越 え染 み(シ ュムII-1)据 え

 添 え染 め漬 け抜 け濡 れ腫 れ惚れ負 け曲

 げ咽 せ燃 え痩せ 止 め寄 せ捨て(シ ～)

 借 り(カ ルII-1)載 せ 。提 げ。

■皿一2類:韲 え生 き受 け起 き落 ち(佐

 オ ッチル,オ ッタ,オ ッチ ン)下 り轡

 け兼 ね肥 え覚 め冴 え締 め過 ぎ攻 め建 て

 垂れ解 け閉 じ投 げ撫 で琶 め(ネ ブル皿

 一2)馴 れ逃 げ延 び化 け恥 し晴 れ耄 け

 誉 め吠 え見 え分 け籠 め詰 め跳 ね更(老)

 け見せ 漏れ茹 で(イ ～)。 下 げ。
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皿一 ユ類:上 る当 る荒 らす 洗 う歌 う浮 ぶ

 歌 う送 る贈 る威 す屈 む囲 う囲 む飾 る語

 る(浄 瑠 璃)代 る変 る通 う枯 らす刻 む

 嫌 う括 る削 る殺 す捜す探 る触 る(マ ガ

 ル皿 一2類)晒 す慕 う沈む掬 う救 う濯

 ぐ(イ ～)進 む畳 む(タ トム)連 う使

 う続 く繋 ぐ鳴 らす並ぶ握 る濡 らす眠 る

 (ネ ブル)覗 く昇 る運ぶ 塞 ぐ振 う(中

 風 で)曲 る(cf.触 る)向 う毟 る結 ぶ貰

 う歪 む(イ ～)揺 る沸か す渡す渡 る笑

 う踊 る遊 ぶ(ア ス ブ)拾 う(ヒ ラウ)

 明かす散 らす飛 ばす外 す祭 る。

皿一2類 二扇 ぐ余 る急 ぐ痛 む祈 る祝 う動

 く移 す移 る恨 む潤 む起 こす起 こる落 と

 す思 う泳 ぐ(広 以外 オイグ,c.オ ィダ)

 下 ろす懸 る限 る担 ぐ(カ タグ)乾 く絡

 む潜 る砕 く挫 く崩 す曇 る狂 う好 む溢す

 籠 る下 る凌 ぐ縛 る絞 る過 す迫 る叩 く頼

 む作 る包 む尖 る(広 トンギル皿 】V―2

 他 トギル皿 一2)届 く流す歎 く靡 く嬲

 る悩 む習 う憎 む濁 る担 う(佐 坪 イ～)

 匂 う(層,vtと も)睨 む(ネ ～)盗 む嫉

 む遺す残 る計 る励 む挟 む弾 く走 る孕 む

 (佐 坪 浦ハ ロム)光 る捻 る善 く開 く交

 る戻 る(広 以外 過去 モ ンタ)休 む雇 う

 許す弛 む描 く惜 しむ返 す(カ ヤス)帰

 る(→II-1往 ぬ)孵 る(カ ヤル)透

 す通 る破 る稼 ぐ口説 く滑 るすます育 つ

 倒す直す 直 る延ばす払 う肥 る漏 らす拝む。

皿一5類(全 地点 ・全 活用形で1i類 に同

 じ):歩 く隠す這入 る参 る。

皿W-1類:慌 て生 れ重ね固 め聞 え勧 め

 爛 れ伝 え並べ拡 げ膨れ忘 れ(全 ワ ッセ

 ル,広 志テ3,他 は規則的なア)教 え(全

 オ ッセル,広 志テ3,他 は規 則的 なア)呆

 れ比べ外 れ。

皿IV-2類:集 め合 せ覚 え数 え構 え(準

 備)崩 れ調 べ供 え助 け尋ね(広 志 以外

 タ ン～)譬 え務 め(勤 め)流 れ宥 め離

 れ 開 け弘 め隔て儲 け乱 れ別 れ納 め破 れ

 預 け毀 れ(メ ゲn皿 ―1)倒 れ紛 れ。

皿IV-3類(全 地 点 。全活用形 で1類 に

 同 じ):抱 え隠 れ支 え。

IV以 上 は終 止形 の欄 に示す 。

a-2 対応 せぬ もの

 漢 数字 は類。核 の位置 に非ず。△[正]

 ○◎ は例外 的(b以 下 で説 明)。

      広 志 佐 黒 坪 浦

 II-1

 言 う,結 う △ △ △ △ △ △

 産 む    ニ ニ ニ ニ ニ ニ

 咲 く   一 一 一 一 ニ ー

 織 る    こ 一 二1一 二 二

  113) 往 ぬ    口 口 口 [I] 口 口

  113) 死
ぬ    圖 圖 圃 圖 圓 画

 1皿一1

 下 す,下 る ニ ー 一 一 一 一

 悟 る(希) 一 一 一 ニ ー 一

 積 もる  一 ニ ー ニ ー 一

 望 む,学 ぶ 二 二 二 二 二 二

 磨 く    二 二 二 二 二 二

 .・



  114)   _      _譲 る   
_ ニ ー _ 一 一

終 る   00 -○ 一 一

暮 す    ニ ー 一 一 一 一

皿 一2

奪 う(希) ニ ー 一 一 一 一

構 う       一  ―  二  二  ニ  ー

騒 ぐ   一 一 ニ ー 二 二

手操る(タク)レ)  一  一  一  一  一  一

振 む    一 一 一 一 一 }

懐 く   00 二 〇 二 〇

ひが む   一 一 一 一・ 一 一

守 る     一  一  一 一 ニ ー

迷 う   ニ ー 二 二 二 二

選 ぶ    二 ニ ー 二 二 二

被 る(水 を) 一 一 一 一 一 一

皿]y-1

後 れ    一 一 ニ ー 一 一

始 め    二 ニ ー ― 一 ―

亡 び(希) 二 ニ ー ニ ー 一

迎 え    ニ ー 一 一 一 一

萎 れ    二 二 二 二 二 二

纒 め    二 二 二 二 二 二

HI】V―2

絡 げ    一 ニ ー 一 一 冖

委 せ    一 一 一 一 一 一

答 え115) 二 ◎ 二 二 二 二

痺 れ    二 二 二 二 ニ ー

抑 え   ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

疲 れ(共) 一 二 二 二 二 二

b 終止 連体116):以 下各 類1語 宛例 をあ

 げ る 。

     広 志 佐 黒 坪 浦

III着 る テ0テ2テ0テ0テ0テO

II-1焼 く 0,1 テ2 テ0 テ0 テ0 テO

II―2編 む テ0テ2テ0テ0テ0テO

II-3居 る0,1 1 1 1 1 1

H皿--1開 ける テ2テ2テ2テ2テ2テ2

∬∬1―2受 ける 0 2 0 0 0 0

皿―1・3渡 す テ2 テ2 テ2 テ2 テ2 テ2

皿 ―2写 す 0 2 0 0 0 0

皿yー1。3並べる テ2テ2テ2ノ テ2ノ テ2/テ3

mV-2集 め る 3 3  0 0 0  0

△ 言 う   1 1 1 1 1 1

-往 ぬ る    1  1  1/  1'  1'  1

[]死 ぬ る  テ2テ2テ2テ2テ2テ2

0懐 く   1 1 0 f O 1

◎ 抑 え る  1 1 1! r 1' 1

】V以上 の 調 査 語 彙

集 ま る    3 3 0 0 0 0

言射 る     3  3 0 0 0  0

落 ち込 む  テ2テ2テ2ノ テ2/テ2ノ テ3

噛 み つ く  テ2テ2テ2■ テ2ノ テ2ノ テ3

枯 れ 出 す  1 1 f 1' f 1

着 飾 る   1 1 f 1' 1' 1

断 る    3 3 0 0 0 0

食 べ 出 す  テ2テ2テ2!テ2ノ テ2ノ テ3

始 ま る    3  3 テ2'テ2ノ テ2'テ3

働 く     テ2 テ2 テ2ノ テ2ノ テ2/テ3

踏 み抜 く  1 1 f 1/ 1! 1

見 下 だ す  1 1 1 1 1 1

喜 去ミ  330000

写 し終 る  4 4 0 0 0 0

 ..



 教 え こ む  テ2テ2テ2'テ2'テ3'テ3

C 過 去

 着 た    1 1 r f 1' 1

    117) 焼 い た   1 1 1 1 1 1

 編 ん だ   テ0テ3テ0テ0テ0テ0

 居 っ た   1 1 1 1 1 1

 開 け た   1 1 1' f 1/ 1

 受 け た   テ0テ3テ0テ0テ0テ0

 渡 し た   テ2テ2テ2テ2テ2テ3

ウ トタ(歌)118)、 、fff、

 写 し た   3 3 0 0 0 0

並 べ た   テ2テ2テ2ノ テ2〆 テ2,テ3

 集 め た   3 3 0 0 0 0

 言 う た   1 1 1 1 1 1

往 ん だ119)、 、 、 、 、 、

死 ん だ三19)1、 、111

懐 い た119)、 、 。f。 、

抑 え た119)、 、fff、

 】V以上(bと ア の 異 る もの)

 落 ち込 ん だ テ2テ2テ2ノ テ2ノ テ3テ3

 噛 み つ い た テ2テ2テ2ノ テ2ノテ3テ3

 食 べ 出 し た テ2テ2テ2!テ2ノ テ3テ3

 始 ま った  3 3 テ2ノ テ2'テ3テ3

 働 い た   テ2テ2テ2ノ テ2ノ テ3テ3

 教 え こん だ テ2テ2テ2'テ2'テ3ノ テ3

d 打 消

 着 ん    テ0テ0テ0テoテ0テ0

 焼 か ん   テ2テ2テ2テ2テ2テ2

 編 ま ノし   0 2 0 0 0 0

 居 らん   テ2 1 1/ r 1/ 1

開 け ん  テ2テ2テ2テ2テ2テ2

受 けん   0 2 0 0 0 0

渡 さ ん   テ2テ2テ2ノ テ2ノ テ2'テ3

写 さん   3 2 0 0 0 0

並 べ ん   テ2テ2テ2!テ2ノ テ2ノ テ3

集 め ん   3 3 0 0 0 0

言 わ ん   テ2テ2テ2テ2テ2テ2

 】V以上(cに 同 じ)

落 ち込 ま ん120シ2テ2テ 才 テ2芳 テ3

噛 み つ か ん テ2テ2テ2テ2テ3ノ テ3

食 べ 出 さん テ2テ2テ2ノ テ2'テ3'テ3

始 ま らん  3 3 テ2'テ2'テ3ノ テ3

働 か ん   テ2テ2テ2ノ テ2ノ テ3/テ3

教 え こ まん テ2テ2テ2ノ テ2'テ3ノ テ3

e 打消過去⑳

着 ざ っ た  1 1 1/ 1/ 1' 1

焼 か ざ っ た テ2テ2テ2'テ2'テ3テ3

編 ま ざ っ た 3 テ2テ 才 テ2'テ3テ3

居 ら ざ っ た テ2 1 1/ 1' 1/ 1

開 け ざ っ た テ2テ2テ2ノ テ2ノ テ3テ3

受 け ざ っ た 3 テ2テ 才 テ2!テ3テ3

渡 さ ～ぎっ た テ2テ2テ2'テ2ノ テ3'テ3

写 さ ざ っ た 3 2 0 0 0 0

並 べ ざ っ た テ2テ2テ2ノ テ2ノ テ3!テ3

集 め ざ っ た 3 3 0 0 0 0

言 わ ざ っ た テ2テ2テ2!テ2!テ3テ3

       122)f 可 能 自発 受 身

着 られ る テ2テ2テ2'テ2'テ2ノ テ3

焼 か れ る  テ2テ2テ2'テ2'テ2ノ テ3

焼 ける(可) テ2 テ2 テ2 テ2 テ2 テ2
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 編 ま れ る  3 3 0 0 0 0

 編 め る(可) 0 2 0 0 0 0

 居 ら れ る  テ2 1 1/ r 1' 1

 居 れ る(可) テ2 1 f 1! 1! 1

 開 け られ る テ2テ2テ2!テ2ノ テ3'テ3

 受 け られ る 3 3 0 0 0 0

 渡 され る  テ2テ2テ2ノ テ2ノテ3ノ テ3

 渡 せ る(可) テ2テ2テ2'テ2ノ テ2ノ テ3

 写 さ れ る  3 3 0 0 0 0

 写 せ る(可) 3 3 0 0 0 0

 並 べ られ る テ2テ2テ2'テ2!テ3ノ テ3

 集 め られ る 3 3 0 0 0 0

 言 わ れ る  テ2テ2テ2!テ2ノ テ2'テ3

 言 え る(可) テ2テ2テ2テ2テ2テ2

g fの 過 去(fと ア の 変 わ るもののみ)

 煩iこナアこ      1   1   1/  1/  1/  1

 編 め た   テ0テ0テ0テ0テ0テ0

 居 れ た   1 1 1/ 1/ 1' 1

 言 え た   1 1 1/ 1/ 1! 1

h 使 役

 着 さす  テ2テ2テ2テ2テ2テ2

 焼 か す   テ2テ2テ2テ2テ2テ2

 編 ま す   0 2 0 o O O

 居 らす  テ2 1 1! 1' 1' 1

 開 け さす  テ2テ2テ2'テ2テ2ノ テ3

 受 け さす  3 3 0 0 0 0

 渡 さ す  テ2テ2テ2!テ2ノ テ2'テ3

 写 さす   3 3 0 0 0 0

 並 べ さす  テ2テ2テ2ノ テ2!テ2'テ3

 集 め さす  3 3 0 0 0 0

言 わ す   テ2テ2テ2テ2テ2テ2

i 使 役 の過 去

着 さ した テ2テ2テ2テ2テ2テ3

焼 か し た   テ2 テ2 テ2 テ2 テ2 テ3

編 ま した  3 2 0 0 0 0

居 ら した テ2 1 r 1' r 1

開 け さ した テ2テ2テ2ノ テ2ノ テ3テ3

受 け さ した 3 3 0 0 0 0

渡 さ し た  テ2テ2テ2'テ2'テ3テ3

写 さ し た  3 3 0 0 0 0

並 べ さ した テ2テ2テ2!テ2'テ3ノ テ3

集 め さ した 3 3 0 0 0 0

言 わ し た  テ2テ2テ2テ2テ2テ3

」 希 望

着 た い    テ2  1  f  1/ 1/ 1

焼 き た い   テ2 テ2 テ2'テ2ノ テ2'テ3

編 み た い  3 2 0 0 0 0

居 り た い テ2 玉 テ2■ テ2ノ テ2ノ テ3

開 け た い  テ2テ2テ2!テ2/テ2/テ3

受 け た い  3 2 0 0 0 0

渡 し た い  テ2テ2テ2テ2テ3!テ3

写 した い  3 2 0 0 0 0

並 べ た い  テ2テ2テ2ノ テ2'テ3'テ3

集 め た い  3 3 0 0 0 0

言 い た い   テ2 1 テ2'テ2ノ テ2ノ テ3

k 希 望 の 過 去

着 た か った テ2 1 f r f 1

焼 きたかった テ2 テ2 テ2'テ2'テ3ノ テ3

編 みたかった  3  2  0  0  0  0

居 りたかった テ2 1 テ2/テ2ノ テ3ノ テ3
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 開 けたかった テ2テ2テ2〆 テ2/テ3'テ3

 受 けたかった 3 2 0 0 0 0

 渡 したか った テ2 テ2 テ2 テ2 テ3/テ3

 写 したかった 3 2 0 0 0 0

 並 べたか った テ2テ2テ2ノ テ2/テ3/テ3

 集 めたか った 3 3 0 0 0 0

 言 いたか った テ2 1 テ2ノ テ2!テ3'テ3

1 単純 接続 ・補助用言 に続 ける123)

 着 て    0 2 0 0 0 0

焼 い て117) 、 、 、 、11

 編 ん で   テ0テ3テ0テ0テ0テ0

 居 っ て   1 1 1 1 1 1

 開 け て   1 1 1/ 1/ f 1

 受 け て  テ0テ3テ0テ0テ0テ0

 渡 し て   テ2テ2テ2テ2テ2テ3

ウトテ(歌)118)、 、frr、

 写 して   3 2 0 0 0 0

 並 べ て   テ2テ2テ2ノ テ2!テ2/テ3

 集 め て   3 3 0 0 0 0

 言 う て   1 1 1 1 1 1

   跫4)
m 完 了

 着 と る   0 テ2テ2テ2テ2テ2

焼 い と る117)1、 、111

翻 ど るE5)テ3テ3テ3テ3テ2テ3

 開 け と る  1 1 r f 1' 1

    125) 受 け と る  テ3テ3テ3テ3テ2テ3

 渡 し と る   テ2テ2,テ4テ2 テ2 テ3 テ3

ウ ト トルレ118)、 、fff、

 写 し と る 3,42,4 0 0 0 0

 並 べ とる  テ2テ2,テ4テ2ノ テ2'テ3ノ テ3

集 め と る 3,43,4 0 0 0 0

言 う と る  1 1 1 1 1 1

n 完 了 の 過 去

着 と った  3テ2テ2テ2テ2テ3

焼 い と っ た117)、1、111

編 ん ど 。 た鴨3テ3テ3テ3テ3テ3

開 け と っ た 1 1 1' 1' 1' 1

     E5)受 け と
っ た テ3テ3テ3テ3テ3テ3

渡 し と った テ2テ2,テ4テ2テ2テ3テ3

ウ ト ト。 タ118)、1fff1

写 し とっ た3,42,40 0 0 0

並 べ とっ た テ2テ2,テ4テ2テ2テ3テ3

集 め とっ た3,43,4 0 0 0 0

言 う とっ た 1 1 1 1 1 1

   皿6)
o 仮 定

着 た ら   1 1 1' f f 1

焼 い た ら117)、 、 、 、 、 、

編 ん だ ら珍5)テ3テ3摺 摺 テ7テ3

居 っ た ら  1 1 1 1 1 1

開 け た ら  1 1 1/ 1' r 1

受 け た ら125)テ3テ3テ3テ げ テ牙 テ3

渡 した ら  テ2テ2テ2テ2テ3ノ テ3

ウ トタ ラ118)11rff1

写 し た ら  3 2 0 0 0 0

並 べ た ら  テ2テ2テ2ノ テ2ノ テ3ノ テ3

集 め た ら  3 3 0 0 0 0

言 う た ら  1 1 1 1 1 1

      127)

p タ リ/ダ リ

着 た り   1 1 1' 1' f 1

焼 い た り117)11、 、1、
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編 ん だ りE5)テ3テ3テ3テ3訝 テ3

 居 っ た り  1 1 1 1 1 1

 開 け た り  1 1 1' 1/ 1/ 1

受 け た り珍5)テ3テ3テ3テ3テ2テ3

 渡 し た り  テ2テ2テ2テ2テ3ノ テ3

 ウ ト タ リ  1 1 1! 1' r 1

 写 し た り  3 2 0 0 0 0

 並 べ た り  テ2テ2テ2'テ2ノ テ3ノ テ3

 集 め た り  3 3 0 0 0 0

 言 う ナこり   1  1  1  1  1  1

q 進行E8)

 ≡着 よ る   1 1 1! 1/ f 1

 焼 っ き ょ る 1 1 1 1 1 1

編 ん み 。 る'25レ3テ3テ3テ3テ2テ3

 開 け よ る  1 1 1/ f f 1

受 け よ る125)テ3テ3テ3テ3テ7テ3

 渡 っ し ょる テ2テ2テ2テ2テ3'テ3

 写 っ し ょる 3 2 0 0 0 0

 並 べ よ る  テ2テ2テ2ノ テ2'テ3ノ テ3

 集 め よ る  3 2 0 0 0 0

 _    】28) 
茜 い よ る  1 1 1 1 1 1

r 進 行 の 過 去

 着 よ った  1 1 1! 1/ 1' 1

 焼 っ きょった  1  1  1  1  1  1

鰍 み。。漕 レ3テ3テ3テ3テ3テ3

 開 け よ っ た 1 1 1/ 1! 1/ 1

      珍5).    _ _    _ 受 け よ
っ た ア3テ3ア3ア3テ3ア3

 渡 っしょった テ2テ2テ2テ2テ3テ3

 写 っしょった 3 2 0 0 0 0

 並 べ よ った テ2テ2テ2ノ テ2ノ テ3ノ テ3

 集 め よ っ た 3 3 0 0 0 0

 言 い よ っ た 1 1 1 1 1 1

  A△S  口卩
7」

 着 一     1 1 1 1 1 1

 焼 け(→   1 1 1' 1/ 1/ 1

 編 め   テ2テ2テ0テ0テ0テ0

 編 め 一   テ2テ2テ2テ2テ2テ2

 居 れ ←)   1 1 1! 1/ 1' 1

 開 け(→   1 1 1' 1/ 1! 1

 受 け   テ2テ2テ0テ0テ0テ0

 受 け 一  テ2テ2テ2テ2テ2テ2

 渡 せ    テ2テ2テ2/テ2ノ テ2ノ テ2

 渡 せ 一   テ2テ2テ2/テ2'テ2ノ テ3

 写 せ    0 2 0/ 0 0/ 0

 写 せ 一   3 2 0 0 0 0

 並 べ(vt) テ2テ2テ2!テ2'テ2'テ2

 並べ 一(vt) テ2テ2テ2/テ2!テ2/テ3

 集 め    0 2 0' 0 0/ 0

 集 め 一   3 3 0 0 0 0

 言 え(→   1 1 1! 1' 1' 1

七 禁 止

 着 な    1 1 1/ 1' 1' 1

 焼 く な  テ2テ2テ2!テ2!テ2!テ2

 編 む な   0 2 0! 0 0/ 0

 居 る な   1 1 1 1 1 1

 開 け な   テ2テ2テ2'テ2'テ2'テ2

 受 け な   0 2 0' 0 0・ 0

 渡 す な   テ2テ2テ2テ2テ2テ3

 写 す な   3 2 0 0 0 0

 並 べ な   テ2テ2テ2ノ テ2ノ テ2ノ テ3

一103一



 集 め な   3 3 0 0 G O

 言 う な   1 1 1 1 1 1

u 意 志

着 よ 一E9)テ2,、2,、frf、

 焼iこ 一    1 1 1/ 1/ 1/ 1

 編 も 一    テ2 2  0/ 0  0/ 0

 居 ろ 一   1 1 1' 1' 1' 1

 開 け よ 一  テ2テ2テ2!テ 才 テ7テ3

 受 け よ 一  3 2 0 0 0 0

 渡 そ 一   テ2テ2テ2'テ2'テ2'テ3

 写 そ 一   3 2,3 0 0 0 0

 並 べ よ 一  テ2テ2テ2!テ2ノ テ3ノ テ3

 集 め よ 一  3 3 0 0 0 0

 言 お 一   1 1 1/ 1! 1' 1

v 『～ せ ず に』

 着 一 で   1 1 1 1 1 1

 焼 か い で  1 テ2 1/ 1/ f 1

 編 ま い で  テ2テ2 1' r 1' 1

 居 ら い で  1 1 1' 1/ 1/ 1

 開 け 一 で  1 テ2 1/ 1/ 1/ 1

 受 け 一 で  テ2テ2 1/ 1/ 1/ 1

 渡 さ い で  テ2テ2テ2ノ テ2ノ テ3テ3

 写 さ い で  3 2 0 0 0 0

 並 べ 一 で  テ2テ2テ2/テ2'テ3テ3

 集 め 一 で  3 3 0 0 0 0

 言 わ い で  1 1 f 1' r l

w 「～ しな が ら」

 着 一 もっ て 0 3 テ2ノ テ2ノ テ3!テ3

 焼 き もっ て 3 3テ2'テ2ノ テ3ノ テ3

 編 み も って テ0,テ3テ0テ0,テ7テ2ノ テ0,テ3テ0

 開 け も って 3 3 テ2!テ2!テ3テ3

 受 け も って テO,テ3テ0テ0,テ2'テ2'テ0,テ3テ0

 渡 し も って テ2テ2テ2テ2テ3'テ3

 写 し も って34 2 0 0 0 0

 並 べ も って テ2テ2テ2ノ テ2ノ テ3'テ3

 集 め も って 34 3 0 0 0 0

 言 一 もっ て テ0,テ33テ0,誘0,秀0,お テ3

 x 様 態

 着 そ 一 な  3 2 1' 1' 1/ 1

 焼 き そ 一 な 3 テ3テ2ノ テ2'テ3テ3

 編 み そ ― な 3 3 0 0 0 0

 開 け そ 一 な 3 テ3テ2ノ テ2'テ3テ3

 受 け そ 一 な 3 3 0 0 0 0

 渡 し そ 一 な テ2テ2テ2テ2テ3ノ テ3

 写 し そ 一 な 4 2,4 0 0 0 0

 並 べ そ 一 な テ2テ2テ2ノ テ2ノ テ3ノ テ3

 集 め そ 一 な 4 3,4 0 0 0 0

 言 一 そ 一 な 3 テ3テ2'テ2'テ3テ3

〔形 容 詞 〕

 a 調 査 語 彙:終 止 形 で 示 す が,語 尾 の

  「イ 」 は 略 す 。 】V以上 はbに 。

 a一 ユ 対 応 す る もの

  II:無 良(エ ー)

  皿 ―1類:赤 浅 厚 甘 荒 薄 遅 重 堅 暗 遠 軽

 辛 。

  皿 ―2類:欲 惜 熱 痛 旨(美 味 。上 手 の

 意 で は1類)痒(カ イー)辛 臭 黒 強(飯)

  寒(サ ブ イ)渋 臼 狭(セ バ イ)高 近 強

  長 早 広 深 太 細 易(安)若 悪 青 苦 低 。
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a―2 対応 せぬ もの

 漢数 字 は類

      広 志 佐 黒 坪 浦

 皿一2

 多     一 } 一 二 』 一

 鈍     一 『 一 一 一 一

 古     一 一 一 一 一 一

 脆     一 一 一 一 二 二

緩     ― 一 ― 一 一 一

b 終止 連体:各 類1語 宛。aに あげな

 か った調査語 彙 もあげ る。

      広 志 佐 黒 坪 浦

 II無 い   テ0テ2テ0テ0テ0テ0

 皿_1赤 い130)1 1 f f r 1

 皿 一2臼 い 0 2 0 0 0 0

 1V-1

悲 しい1訊) 3、 テ2。 訝 テ3

優 しい    テ2 テ2 テ2/テ2/テ2/テ3

宜 しい   3 2 1/ 0 0 0

怪 し い     3  1  1' 0 テ2!テ3

卑 しい  テ2希3テ2'テ2'テ2'テ3

 1V-2

厳 し い    1 1 0 1! 0 0

苦 し い   3 2 0 0 0 0

 詳 し い    1 1 1! 1/ 1' 1

恋 し い   3 2 0 0 0 0

 親 し い     1  2  0  0 テ2/ 0

涼 し い   3 2 0 0 0 0

 正 し い   1 1 r 1' f O

 楽 し い   3 2 0 0 0 0

 激 し い   1 1 0 0 0 0

 嬉 し い    3 2 0 0 0 0

 悔 し い    3 1 0 0 0 0

 淋 し い   3 2 0 0 0 0

 そ の 他

 濃(コイ,コーイ) 1 1 1 1 1 1

 酸(ス イー) 0 2 0 0 0 0

 嬉 し い   3 2 0 0 0 0

 黄 色 い   3 2 0 0 0 0

 気 安 い   テ2テ2テ2ノ テ2ノ テ2ノ テ3

 け む た い  テ2テ2テ2/テ2〆 テ2/テ3

 ど ぎ つ い   テ2 テ2 テ2/テ2'テ2!テ3

 眠 た い   テ2テ2テ2ノ テ2ノ テ2/テ3

 ぶ 厚 い   3 2 0 0 0 0

   132)
c 過 去

 無 か った  1 1 1/ 1/ 1/ 1

 赤 か っ た  1 1 テ2!テ2'テ3テ3

 白 か っ た  テ2 テ2 テ2'テ2'テ3 テ3

優 しか った テ2テ2テ2テ2テ3/テ3

 涼 し か った 3 2 0 0 0 0

 詳 し か った 1 1 γ f f 1

濃 一 か った133)、 、 テ7テ2テ3テ3

酸 一 か った133≧2テ2訝 テ7テ3テ3

d 音 便(～ ナ ル,ナ イ 野)

    135) 
ノ ー(無)  1 1 1 1 1 1

 アコ_(赤)130)1 1 1・ f f 1

 シ ロ―(白) テ2 テ2 1/ f  1/ 1

 優 し い    テ2 テ2 テ2ノ テ2ノ テ2'テ3

 涼 し い    3 2 0 0 0 0

 詳 し い    1 1 1' 1! 1/ 1

    ユ33) 
コ ー(濃)  1 1 1 1 1 1
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13R、

 ス ー(酸)  1 1 1 1 1 1

e 音 便(～ テ)

 ノ― テ(無) 1 1 1 1 1 1

アコーテ(赤)130)、 、frr、

 シローテ(白) テ2 テ2 1/ 1' 1/ 1

 優 し い て テ2テ2テ2ノ テ2!テ3テ3

 涼 し い て  3 2 0 0 0 0

 詳 し い て  ユ 1 1ノ ユノ 1ノ ユ

    133) 濃一 て   1 1 1 1 1 1

    133) 酸一 て   1 1 1 1 1 1

f 仮 定

 無 力〉っ ≠こら 1 1 1/ 1/ 1/ 1

 赤 か っ た ら 1 1 テ2ノ テ2ノ テ3テ3

 臼 か っ た ら テ2 テ2 テ2ノ テ2'テ3 テ3

 優 しかったら テ2 テ2 テ2 テ2 テ3ノ テ3

 涼 しかった ら 3 2 0 0 0 0

 詳 しかった ら 1 1 1/ 1∫ r 1

濃 一かったら133)、 、 訝 テ2テ3テ3

酸 一かったら133≧2テ2テ7訝 テ3テ3

9 ～ タ リ

 無…カ〉っ ナこり  1  1  1/ ]ピ 1' 1

 赤 か っ た り 1 1 テ2!テ2!テ3テ3

 白 か っ た り テ2 テ2 テ2'テ2.テ3 テ3

 優 しかった り テ2 テ2テ2テ2 テ3'テ3

 涼 しカ・った り  3  2  0  0  0  0

 詳 しかった り 1 1 1' 1' 1' 1

濃 ―かった り133)、 、 テ2テ2テ3テ3

酸 一かった り133レ2テ2ガ ゼ テ3テ3

h 推 量

 無 か ろ 一   1 1 1/ 1' 1' 1

 赤 か ろ 一  1 1 テ2ノ テ2ノ テ3'テ3

 白 か ろ 一  テ2テ2テ2'テ2'テ3'テ3

 優 し か ろ 一 テ2テ2テ2テ2テ3'テ3

 涼 しか ろ 一 3 2 0 0 0 0

 詳 しか ろ 一 1 1 1' r 1/ 1

      133) 濃i一 か ろ 一 1 1 テ2ノ テ2'テ3'テ3

      133) 酸
一 か ろ 一 テ2テ2テ2ノ テ2'テ3'テ3

(用 言 に つ く付 属 語 〕136)

       広  佐  黒  坪  浦

  137) 二        〇   〇   〇  〇  
〇

 ケン(理 由) 1 -1, -1! -1,  1

   138) ホ ド   
1 ―1ノ ―1ノ ー1' 1

 ンジャ(の だ)-1 一1 ―r ―1  1

 "_ 139) ク ブ イ   1-1 ,―ユノ―1/ 1  1

 ケンド(逆接)  1 -f -f  1  1

    140) ノ
ニ モ   ー1 ―1! -1! 1  1

 ノ ニ ワ   ー1 ―f -r  1  1

 ヨーナ(ようだ) 1 ―r -1/  1  1
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注

1)金 田 一 語 彙 の 中 に は,筆 者 が 現 在 行 って い る京 都 ア ク セ ン トの 分 布 調 査 か ら,い く

っ か所属 が問題 にな る単 語 があ る。 しか し本稿で はこの問題 を論 じ る余 地 が な い。2)佐 ン モ

(テo)。3)志2モ ー ラな らセ ―② 。4)列 挙で数字は全1も 。列挙 でえとの 「亥卯子 巳」 は

佐 黒 で1も 。 またえ との列挙 で は,佐 黒 で,「 牛竜 猿鳥 犬」 は1も,「 虎 馬 」 は1'も 。5)広

の み ウ オ(希,テ2)。cf』1―1魚 。6)佐 ヒ ダ(テ2)cf―II―3脛 。7)志 ム ネ(テ2)。

8)志 ン ノ(テ2)。9)佐 坪 オ ダ レ(テo),浦 オ ー ダ レ(テo)。10)志 カ ヨ ー(2)。11)

坪 浦 「北 風 」 の 意 で はo。12)志 佐 坪 浦 ブイ(1)。13)佐 坪 ク エ(1ノ)。14)志 佐 セー ビ(1),

坪 セ ビ(1)。15)広 佐 浦 アバ(o),志 ア バ(2),坪 ガ ボ(o)。16)佐 坪 浦 工 一(o)。17)佐 坪 浦 シ

ャ ビ(o)。18)佐 黒 ヘ タ(o)。19)佐 坪 シ ョー(o)。20)坪 浦 ヤ ネ(o)。21)志 オ ミ(2),佐 オ ミ

(o)。22)佐 は 別 稿 注20。 志 は本 稿 注116。23)広 オ ス シ(テ2)が 普 通 。24)佐 マ ル⑥ 。

25)「 飲 む ～ 」 で は モ ン。 者(モ ノ,モ ン)の ア も同 じ。26)坪 ナ イ(テo)。27)坪 ニ ー

ノ(テo)。28)佐 黒 坪 浦 ツ ズ(テo)。29)志 ノ シ(テo)。30)志 モ コ(テ2)。31)皿 一

X泉 。32)志 坪 ハ ム(テ2),黒 ハ ム(1)。33)黒 坪 浦 ヒー ル(テ0)。34)マ ヒゲ(志 テ0,

佐 黒 坪 テ2/,浦 テ2),マ ユ ゲ(広 テ2)。35)志 マ イ(テo)。36)モ モ タ ブ ラ(広3,佐

テ2ノ,黒 坪o),モ モ タ ブ ロ(志3,浦o)。37)ク チ ナ ゴ(広 佐 テo,黒 浦o),ク チ ナ

オ(志 坪 テo)。38)志 黒 坪 ク ワジ(1)。39)志 佐 坪 浦 オ シ ゴ ロ(テo)。40)キ モ ン(志2

eテo,佐 テ2)。41)ウ オ(II―1) 。42)坪 ツ マ キ(テ2)。43)ミ カ ワ(広2,佐 坪o',

黒0)。44)フ タ エ(広 浦 テ2,佐 坪 テ2ノ),フ タ イ(志2),メ ン テ(黒1)。45)妻 を失

った 男 。46)ヒ ョ ー リ(佐 黒1,坪 テ2)。47)大 名 行 列 の も,但 し ヤ ッ コサ ン(全 テo)。

48)数 詞 は す べ て 副 詞 も名 詞 も同 じ。49)広 ユ ンベ(テo)。50)ミ シ ロ(佐 坪0/,浦o)。

51)夜 具 の意 で は不 使 。 カ ラカ ミ(志2,他0)。52)志 イ ッ タ チ(3),佐 イ ン タ チ

(テo)。53)広 ツ バ(o)が 普 通 。 佐 チ バ キ(0)。54)II―1カ ザ 。55)黒 キ ンニ ョ(テ2')。56)

ツ ツ ミ(佐 テ2,浦0)。 佐 で は虎 杖 の茎 を鼓 の形 に す る遊 び が あ るの で 使 う。57)カ イ

ル(坪 浦 テ0)。58)ヨ ゴ ミ(志 黒 テo),ヨ ム ギ(坪 浦 テo)。59)水 田 な し。 佐 坪 浦 「溝1

の 意 。60)ツ バ ク ロ(浦 テ3,他 テ2)。6D佐 黒 シ ャメ(テo)。 62)坪 浦 セ ナ(テ2)。

63)カ ラ セ(坪 テ2')。64)タ ラ エ(佐 黒 坪 テ2ノ,浦 テ2)。65)ア エ(佐 坪o)。66)1一

そ の 他 「間 」 。67)「 足(を)組 む」。68)坪 ワ ラ ン ジ(0)。69)佐 「そ よ 風 」 の 意 。

坪(0')浦(0)「 ア ラセ」 で 「そ よ 風 」 の 意 。70)広 志 坪 トカキ(テ2)。71)佐 ワ ラベ ナ(0)。

ワ ラベ(坪0',浦0)。72)黒 坪 浦 タ ノキ(ア は タ ヌ キ に 同)。73)佐 坪 浦 ホノホ(ア は ホ

ノ ー に 同)。74)坪 ゴ ー イ シ(0)。75)広 佐 坪 浦 コ モ ギ(ア は コ ム ギ に 同)。76)広 志 佐 ハ
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タ ト(テ0)・ 坪 ハ タ タ(テo)・ 浦 ハ タ ハ タ(テ0)。77)坪 トーガ キ(1)。 ア8)佐 坪,相 補

分 布 の 例 外 。79)坪 浦 午 後 の 間食 の意 も(元 来1日4食)。80)志 カ ン ガ ラ(テo)。81)

志 黒 坪 ク ワ～ 。82)佐 相 補 分 布 の例 外 。83)佐 ク チ ビ ロ(テ2)。84)ク ツ タ ビ(広3,

坪o)。 佐 黒 は ク ツ タ ビ(o)は 地 下 足 袋 の意 。85)佐 坪 浦 シ ャ～ 。86)志 ジデンシャ(テ2)。

87)ミ ツ キイモ(坪 テ3,浦o)。 ダ イ シイモ(志3,佐o)。88)佐 黒 相 補 分 布 の 例 外 。

89)テ ノ ゴイ(志 テ3,佐 坪o)。90)佐 坪 浦 ネ ンジ(テo)。91)坪 ハ ンチ ク(テo)。92)

坪 マ ン ジ(0)。93)裏 臼(植 物)・。94)佐 坪浦 ダ～。95)佐 リ ョーゴ(テo)。96)チ ャノコ(志2,

坪o),ア サ イ(佐 テ2)。97)浦 アマオ トコ(o),98)オ ンバグルマ(広 テ4,黒 テ3ノ)。99)佐 モ ーコ

イ(0)。100)柏 の 木 な く,さ る と りい ば らの 葉 を用 い るが,餅 の 名 称 と して は あ る。1㎝)

デ ン デ ン ム シ(広4,佐 黒0,坪 テ4,浦 テ5),志 デ ンデ ン ゴ ー(4),坪 ゼ ゼ コ(テ0),浦

デ ンデ ンコ(テ3)。102)佐 は相 補分布 の例外 。103)志 コ ンチ ワ(1)。104)た ん に イモが普 通 。

105)佐 坪 浦 サ ダ ～ 。106)ダ ッシュつ きは相 補 分 布 の例 外 。107)年 末 の 大 清 掃 。広 ス ス ハ

キ(テ2),黒 ス ス トリ(テ2ノ)。108)ス モ トリ(志2,浦o)。109)志 ゼ ン ツ ジ(2)。110)

～ マ ブ レ。 佐 ～ マ グ レ と も。111)佐 黒 は相 補 分 布 の 例 外 も。112)佐 黒 は相 補 分 布 の 例

外 。113)イ ヌ ル,シ ヌ ル 。 以 下 この形 で 。114)佐 坪 イ～ 。115)「 疲 麹(応)の 意では全2

類 。116)志 で は,動 詞 ・形 容 詞 に無核 型 が存 在 しな い。 他 で0は,名 詞 同様,志 で は2

で 対 応 。 他 で テ0は,名 詞 と異 な り,志 で は低 起 式 で語 末 に核 が あ る型 で対 応:話 者 の

内省 で,釣 る=鶴(テ2),待 つ(テ2)≒ 松(テ0),完 全 な 最 小 対 で は な い が,裂 いた(テ

3)≒ 座 板(テ0),良(エ ー,テ2)渓 絵(テ0)。2型 の名 詞 を続 ける と,釣 る鯛 〔低 高 高

高 〕,裂 いた 草 〔低 低 高 高 高 〕。但 し 「事 時 物 者 所 」 の場 合 は,釣 る事 〔低 高 低 低 〕,

裂 い た 事 〔低 低 高 低 低 〕も。1単 位 と見 て,「 事 」 以 下 の ア を,表 中 で 便 宜 上 「―1」

と した(注22)。 テ0型 の 名 詞 を続 け る と,釣 る船 〔低 高 低 低 〕,裂 い た蓬 〔低 低 高 低

低 低 〕。 付 属 語 を介 さず,用 言 な ど に直 接 つ づ け た場 合 の ア も同 じ。 釣 る言 うた 〔低 高

高 低 低 〕,裂 い た 言 うた 〔低 低 高 高 低 低 〕。 引 用 の ト,断 定 の ジ ャ をつ け る と,釣 る と

 ・待 つ と_・ 鶴 と_・ 良(エ ー)と_は 〔低 高 低 〕,松 と_は 〔低 低 低 〕,裂 い た と_

は 〔低低高低〕な ど。 「為 る ・来 る」のアは 「着 る」 に準ず。但 し:「 為」 は,f― セ ラレル(着 られ

るの アに 同じ),h.サ ス(志 テ2,他 テo), i.サ シ タ(全1)u.シ ョ―(全1)。 「来」はu.コ ー(全1)。

117)全 で5段 活用のワア行はウ音便。佐でバ ・マ行はウ・撥 音 便 の併用(規 則 的。cf.中 世 京都 方言

な ど):オ ー ダ(編 ん だ),ト ー ダ(飛 ん だ)も 。話 者 によ る と,黒 で は,古 い人は,バ ・マ

行 の ウ音 便 を使 う との こ と。 志 で はバ ・マ行 は撥 音便 の み だ が,「 噛 む 」(コ ム は な い)

の み コ ン ダ 。 サ 行 イ音 便 は全 「挿 いた 」 に の み 。118)u 上 で は ウ音 便 に限 り長 音 化せ
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ず 。 また 雌 の み で,ウ 音 便 が 他 の 音便 と アが異 な る点 注 意 。II皿 一1類 の う ち,上 一 段

は,佐 黒 坪 で1(lmnopqrsvも)。119)他 の 活 用形 未 調 査 の地 点 あ り,d以 下 略 。120)

jv以 上 他 の 活 用 形 未 調 査 の 地 点 あ り,e以 下 略 。12i)広 ～ ナ ンダ,佐 ～ ダ ッタ 。表 申 広

佐 は この 形 の ア 。122)可 能 動 詞 以 外 の 形 で も可 能 の 意 あ り。123)テ,デ の あ と の補 助

用 言 は ア の 上 か ら は独 立 。 「取 る,持 つ」 は補助用言につづ けると,「 トテ,モ テ」(と もに

志 テ2他 テ0)。124)「 居 っ と る」 は不 使 。125)佐 黒 は名 詞 で希 な 型 。126)バ は不 使 。

127)～ タ リ,～ ザ ッタ リ(佐 ダ～,広 ナ ン～)。128)五 段 活 用 は 「音便」:カ サタラ行は促,

ガ ナ バ マ行 は撥,ワ ア行 は イ音 便 。 「居 っ りょ る」 は 不 使 。 佐 黒 で 「言 い よ る」 は イ ヨ

ル(1!)も 。129)広 志 で,1段 活 用 に:着 ろ 一(広 テ2志1),開 け ろ 一(テ2),受 け ろ一

(広3志2),並 べ ろ 一(テ2),集 め ろ 一(3)も 。 ま た坪 浦 で,1段 活 用 に:キ ョー(1),ア

キ ョー(坪1'浦1),ウ キ ョ ー(o),ナ ラ ビ ョー(坪 テ2'浦 テ3),ア ツ ミ ョ―(o)も 。130)遠

・多 は佐黒坪(但 し黒 は多 をのぞく)で1 。131)ツ ライ(皿 一1類)。132)Nは ア の 面 で,終 止 形 が

① テ2,テ2ノ,テ3,②3,2,0,③1,1!,の3種 類 に分 か れ る 。c以 下 では全 で対 応 す る

① 優 しい ② 涼 しい ③ 詳 しい を例 に と る。133)全 活 用 形 で,酸 濃 は スイ～,コ イ～,も 。

良 はc.f.g.h.で エ ～ も。134)ナ ル,ナ イは アの面 で 独 立 。 全体 が1単 位 にな る こ とな し。

135)～ ナル で は:ナ シン,ナ シニ(全1。 ヱ!に非ず),ま た アコン,シ ロン,ヤ サシン,ス ズシン,ク

ワシンは,d.の ア。濃 ・酸 は未 詳。 i3S)志 で用言 に無核型 な く(注iiG--V),付 属 語 はすべ て低 くつ

くの で,付 属 語 自身 の ア は 不 明 。他 地 点 で は,別 稿 に あ げ た 名 詞 に つ く付 属 語 の うち,

次 の 用 言 に もつ く もの の ア は,名 詞 につ けた場 合 と同 じ。 カ(疑 問)(但 し,名 詞 にで も

用 言 にで も,強 調 す る と,佐 で 一1ノ に も),ト(引 用,共),ノ(準 体),シ カ(限 定),

ダ ケ(限 定),ニ モ(格 助十―並 列),ニ ワ(格 助 十 提 題),ノ ニ(準 体+格 助),ヨ リ(比 較),

ラ シ ー(推 定)。137)「 飲 む に 飲 まれ ん 」138)「 死 ぬ ほ どつ らい」。 名 詞 に で も同 じア。

139)138)の 「ホ ド」 と類 義 で 。 名 詞 にで も同 じア 。 ま た 「約 」 の意 で 名 詞 につ け て も。

140)準 体 十―格 助+並 列 。

 〔付記 〕 長時 間 にわ た り御協力賜わ った話者の方 々に深 く感謝 致 します。 また,上

野善道氏 は ・不備 な点 を指摘 し,助 言 して下 さいま した。厚 くお礼 申 し上 げます。

〔拙 稿 「真 鍋 島 方 言 と佐 柳 島 方 言 の ア ク セ ン トに つ い て」(本 誌 第 ユ号)の 訂 正 〕

p.221,5 サ ナ ギ ジ マ → サ ナ ギ 」 マ。p.231.1川 上 タ ツ エ →川 上 タ ツヱ 。 p―24注41.

3～4(方 言 形 は 「イ」)→(方 言 形 は 「イ」 で ア ク セ ン トが異 な る)p.261.―5 石 炭
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(前 田 氏 は シ ェ)→ 石 炭(前 田氏 は セ ・ゼ が 口 蓋 化)。P.26 L-5 「赤 飯 」 の 後 のO

内 を トル 。P―281.―1 第2モ ー ラが撥 音 →次 の 単 語 。 g.30注41 .3 た だ し ―..以下

を トル 。p,321.9 付 属 語 →付 属 語 ⑨ 。 P.331.-5 も の と思 わ れ る→ もの か と思 わ

れ る。p.35表61.12 セ → シ ェ。 P.361.-8 セ → シ ェ。 p.36表6右 端 の列1 .1ト

ー ビ キ 『モ 「チ 〈 。 → コ ーi)マ ク ラ 『ラ、〈コ。 。 同i.2 トー ビ キ 「モりチ 〈コ_→ コー リマ

ク ラ 「ラ「〈]_。 P.401.1 た だ し_以 下 を トル 。P.40表9「 トキ」 の 後 の 句 点 は

す べ て 読 点 に。P.44参 考 文 献 に ・上 野 善道(1977). 「日 本 語 の ア ク セ ン ト」 『岩 波 講

座 日本 語5 音 韻 』 岩 波 書店,を つ け加 え る。

〔別稿の訂正 〕
                           15) 3
.1.⑰,注15の 前 。 「とす る と,nとnノ(中 略)関 係 に あ る                            。」 → 「とす る と,1と

             15)Aノ
_nとn'(中 略)関 係 に あ る              of

 3.1.@,注15の 末 尾 に追 加 。 「3=0と3二 〇ノの 関 係 は 次 の よ うで あ る。3=0:

○OB,○ ○ 狭 。3=0':○ ○ 広 。」

(別 稿の補足。一部訂正 も含む)

 ま ず,別 稿1―2.注10に つ いて 補 足 す る。 従 来,香 川 県 本 土 の 「丸 亀 式 ア ク セ ン ト」

(和 田1958,玉 井1965に よ る。cf.金.: ・. ・1966)に お い て,「 高 起 式 」 の 単

語 や文 節 は,核 が あ れ ば そ の 前 ま で,な けれ ば終 りま で,高 平 調 と さ れ て き た(和 田

1358,玉 井1965,金 田 一1965・1966。 但 し和 田 氏 は 第1モ ー ラが や や 低 と も)。

と ころ が,「 高 起 式 」 は,実 は わず か に 下降 す る音 調 で あ る,と い う報 告 が 最 近 相 次 い

だ 。 筆 者 が 耳 に した順 に示 す:① 別 稿注10に あ げた 善 通 寺 市 出 身 の話 者 の 内省(こ の

時 点 で は,筆 者 は半 信 半 疑 で あ った)。 ② 上 野 善 道 氏 が,香 川 県 本 土 の 数 地 点 と伊 吹 島

を調 査 され,筆 者 に 御 教 示 下 さ った 。御 厚 意 に深 く感 謝 い た しま す 。 な お,上 野 氏 の 御

教 示 の あ と,別 稿 注10を 書 いた こ と を記 して お く。 ③ 上 野 氏 の御 教 示 を き っか け に し

て,愛 媛 県 新 居 浜 市 港 町 出身 の秋 月 寛 氏 を調 査 した 。 新 居 浜 市 は 丸 亀 式 ア(金 田 一1977

pp。176--1??を 参 照)。 秋 月 氏 は 昭32生,京 都 大 学 大 学 院(言 語 学)在 学 中 で,18才

ま で新 居 浜 市,以 後 京 都 市,両 親 と も新 居 浜 市 。 な お,秋 月 氏 の場 合,所 属 語 彙 に は問

題 が あ り,2モ ー ラ名 詞3類 は,0型 と1型 が 相 半 ば して い る。 新 居 浜 市 の 西方,松 山

市 な どの,1/2.3/4/5ア と の関 係 か,京 都 アの影 響 か 不 明 。近 く愛 媛 県 東部 の 分 布 調

査 の予 定 。 秋 月 氏 は,気 前 よ く,筆 者 に非 常 に詳 細 な 内 省 を 聞 か せ て下 さ った(後 述)。
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深 甚 の謝意 を表 します。秋月氏 は,上 野 氏 とは独 立 に,こ の現象 に気づいていて,従 来の報告 に不満

を もっ てお られた 。 この段 階 で,本 稿 の,こ の部 分 の ほ とん どを書 いた こ とを記 して お く。

④ 筆 者 は,愛 媛 県 川 之 江 市(川 之 江 町,川 滝 町,城 下 中),伊 予 三 島 市(旧 真 古町 な ど)

を 調 査 し,そ の ア が と もに 丸 亀 式 で あ る こ と(金 田 一1977で は,1.3.5/2/4と さ れ る・。

因 み に,筆 者 の 調 査 で,2モ ー ラ名 詞5類 は テ2型 だ が,「 牡 蠣 」 と 「蜘 蛛 」 は例 外 で,

0型),お よ び 「高 起 式 」 に わ ず か な 下 降 が あ る こ と を確 認 した 。 ⑤ 佐 藤栄 作 氏 が,「 香

川 県伊 吹 島方 言 の ア ク セ ン ト体 系 を考 え る」(『日本 方 言 研 究 会 第39回 発 表 原 稿 集 』1984)

で,御 自身 の 香 川 県 三 豊 郡 三 野町 大 見 と,伊 吹 島 の 「Hノ系 列」 に つ い て,報 告 され た 。

 さ て,そ の 間,筆 者 は,別 稿 図1に 示 した地 点 の テ ー プ を聞 きな お し,次 の2つ の タ

イプのアが あると考 え るよ うにな った。

 (i)香 川 県 本 土 の 丸 亀 式 ア と同様,た と えば,2=o型 が 〔54〕,3=0型 が 〔554〕,

4=0型 が 〔5544〕,4=3型 が 〔5541〕(5が 最 高 で1が 最 低 。 単 語 に も文 節 に も当 て

は まる。単独 の1=0型 は普 通長 く,長 ければ2=0型 に 同 じ。短 くな ることは少 ないが ・そ の

場 合 もや や 下 降 気 味 。 また,筆 者 に は,2=0型 は,第2モ ー ラが や や 下 降 調 を帯 び て

聞 こ え る こ とが あ る 。勿 論 下降 の度 合 は わ ず か。 秋 月 氏 の 内 省 で は,下 降 調 と は感 じ ら

れ な い と言 う。cf。 金 田 一 氏 の 広 島 ・伊 吹 島 ア の報 告)。 これdz該 当 す る地 点 は,与 島,

六 島,沙 弥 島 ⑦,広 島 青 木 の松 下 氏( .;氏 は,広 島で,こ のタイプのアを調査されたのか もし

れ な い 。 他 の 話 者 は㊥)。 他 に,愛 媛 県 川 之江 市,伊 予 三 島 市,新 居 浜 市 。

 Gi)0型 は,単 独 で 高 平 調,1モ ー ラ無核 の付 属 語 をつ け る と,付 属 語 の部 分 が や や 低 。

「高 起 式 」 の 有 核 型 は,核 の あ るモ ー ラ まで高 平,そ れ 以 降 低 。 これ に 当 て は ま る の は,

櫃 石 島,広 島 の 非 真 鍋 式 ア(1―3/2/4/5)の 話 者 の う ちで,松 下 氏 以外,広 島 の真 鍋 式

ア(広 島 以 外 の 真 鍋 式 ア に つ い て は別 稿),瀬 居 島(そ の ア は,2モ ー ラ名 詞 に つ い て

は,玉 井1965の 土 庄 町 大 部 の もの に 同 じ。 な お,未 発 表 で あ るが,玉 井 氏 が,瀬 居 島

アの調 査 を され た 旨,同 氏 よ り疸 接 伺 った)。

 秋 月 氏 に テ ー プ を聞 い て頂 い た と こ ろ,(i)は 御 自身 の ア に同 じ,GDは 明 らか に異 な り,

単 独 で は,わ ず か な下 降 は 感 じ られ な い と言 わ れ た 。 た だ,㈲ は 付 属 語 の部 分 の 下 降 の

度 合 が,か な り大 きい 場 合 もあ るの で は,と され た 。 地 点 に よ って は,「 高 起 式 」 語 末

核 型(そ の場 合 は 「高 起 式 」 無 核 型 が欠 の 可 能性 大)と み な さな け れ ば な らな い恐 れ も

存 在 す るが,付 属 語 の 調 査 が 不 十 分 な 地 点 もあ り,結 論 が 下 せ ず に い る(cf.別 稿1―1.(リ))。

ま た,秋 月 氏 に志 々 島 の テ ー プ も聞 い て頂 い た と こ ろ,2=2型,3=2型 な どは,明

らか に核 に よ る下 降 に 聞 こ え る と言 わ れ た。

一111一



 次 に,秋 月 氏 が 話 して 下 さ った 内 省 を もと に,新 居 浜 市 の 「高 起 式 」 の音 調 に つ い て

述 べ る。 この 問 題 に つ い て は,上 野 氏 や 佐 藤 氏 のfi51発 表 を待 って か ら書 くべ きか と も思

った が,そ の 調 査 ・内 省 報 告 と秋月 氏 の 内 省 とが どの程 度 一 致 す る の か,非 常 に興 味 が

あ るの で,あ え て こ こ に公 に す る こ と に した 。 なお,筆 者 は,こ こで述 べ る事 柄 が,先

の(i)の ア ー 般 に 当 て は ま るか と考 えて い る。 また,秋 月 氏 は,こ の 部 分 の原 稿 に 目 を通

し,助 言 して 下 さ った 。

 4モ ー ラ ま で は,上 述(i)で 述 べ た とお り。 よ り一 般 的 に は,次 の よ う にな る。 「高 起

式 」 の 単 語 や 文 節 は,第2モ ー ラ と第3モ ー ラの 間(但 し,2モ ー ラ の,単 語 や 文 節 で

は ・ ・モ ー ラ と ・モ ー ラの 間 ・ ま た ・型}ま 除 く)に ・ わ ず か な下 降(・ オ ク タ ― ブ の112'

た と えば ミ と フ ァの 間 く らい 。核 に よ る下 降 の場 合 は,下 降 の度 合 が は るか に大 き く,

そ れ とは は っ き り区 別 され る)を 持 つ 。 第3モ ー ラ以 降 は,核 が な いか ぎ り,自 然 下 降

を の ぞ き,そ れ 以 上,下 が ることはない(cf.佐 藤 氏)。 秋 月 氏 に,1モ ー ラず つ切 って 発

音 して 頂 い た と き も,同 様 で あ った。

 5モ ー ラ 以 上 の 単 語 や 文 節 の 例 を あ げ る:5=0型 〔55444〕,6=0型 〔554444〕,

7=0型 〔5544444〕,5=3型 〔55411〕,5=4型 〔55441〕 な ど 。 な お,語 頭 モ ー ラ

は や や 低 く,〔454_〕 で も よ い(cf.和 田 氏)。

 「高 起 式 」 の 弁 別 的 特 徴 は何 で あ ろ うか。 まず,京 阪 方 言 アや,真 鍋 式 ア の よ う に,

無 標 の 「非 低 起 式 」 と と らえ る こ とは で きな い:み か ん(1型)置 く(0型)〔51154～

51110〕(0は1よ りさ ら に少 し低)。cf,み か ん(1型)蒔 く(テ0型)〔51115～51111〕o

こ こで も,「 高 起 式 」 の わ ず か な下 降 は一 貫 して残 って お り,低 起 式 の 音 調 とは 区 別 さ

れ る。 な お,疑 問 の イ ン トネ が加 わ っ て も,同 様 で あ る:「 山P」(0型)は,ヤ 〔5〕,

マ 〔45〕 。 な お,用 言 の ア は,丸 亀 式 ア 内部 で,地 点 に よ りちが いが あ る。

 また,た だなだ らかに下が って行 くのが弁別的特 徴 であ る とす るこ ともで きない。 む

しろ,以 下 に述 べ る3点 か ら,先 に述べ た位置 にわずか な下降が存 在す るのが,「 高起

式 」の弁別的特 徴(の 少 な くとも1つ)で あ ると考 える。

 第1。 連 語 の ア に 次 の よ うな現 象が見 られる:「 この。」(0型)〔54〕 。 「鳥 。」(0型)〔54〕 。

「石 。」(1型)〔51〕 。 さて,「 この鳥 。」 は,⑦ 〔5443〕(〔5454〕 は 不 自然)が 普 通 だが,

◎ 〔5544〕 も 可 。 「この 鳥 が_」(ガ は無 核)は,④ 〔54443〕 が 普 通 だが,◎ 〔55444〕

も可 。 「この 石 。」 は,⑳ 〔5441〕 が 普 通 だ が,◎ 〔5541〕 も可 。 「この 石 が..」 は,④

〔54411〕 が 普 通 だ が,◎ 〔55411〕 も可 。 な お,「 石」 を,単 独 で 〔51〕,「 この ～ 」

で 「41」 と2通 りに表 記 した が,こ れ は表 記 上 の 制 約 に よ る もの で,音 程 の開 きそ の も
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の は 同 じ。 な お,「 この 人 」(「 人 」 は1型 〔51〕)な どは 〔1511)と な るが,語 彙 的 な

もの で,全 体 が1単 位 の テ2型 と考 え る。

 こ こで,◎ は④ よ り も結 合 が 緊 密 な場 合 の音 調 だ と考 え る(秋 月 氏 は,早 口 や ぞ ん ざ

い な発 音 で現 れ や す い と言 う)。 重 要 な の は⑦ と◎ で 下 が り目 の位 置 が 異 な っ て い て,

しか も話 者 に は別 の もの と して 意 識 され て い る とい うこ とで あ る 。 な お,◎ は,「 この」

の あ とに 「高 起 式 」 の文 節 や 単 語 が きた場 合 に の み現 れ る。 低 起 式 の 文 節 や 単 語 が 来 た

場 合 は,@は 絶 対 不 可 。 「糸 。」(テ0型)〔15〕(音 調 の詳 細 は後 述)。 「この 糸 。」は,

⑦ 〔5415～5411〕 の み で,◎ ×〔5515～5511〕 は 不 可 。 「この 糸 が_」 は,④ 〔54155

～54111〕 の み で,◎ ×〔55155～55111〕 は 不 可 。 こ こで◎ が 不 可 な の は,「 高 起 式 」

に と って重 要 な わ ず か な 下 降 が 失 わ れ るか らで あ る。 脇 道 にそ れ るが,連 語 の ア につ い

て補 って お く。(a)「 飛 ぶ(0型)鳥(0型)。 」,(b)「 鳥(0型)居 るか(1型)。 」,(c)「 空

を(テ0型)飛 ぶ(0型)鳥(0型)。 」,(d)「 後 ろ を(テ2型)向 く と(0型),鳥 が(0型)

_」 に お い て,下 線 部 が,⑦ ◎ 両 方 の音 調 が可 能 か ど うか を検 討 す る。(d)は ④ の み。(b)

(c)は ほ とん ど④ の み だ が,稀 に◎ も可 能 か(内 省 で もは っ き り しな い)。(a)は,「 この」

をつ け た場 合 よ りは 稀 だ が,◎ も可 。 と くに,「 飛 ぶ 鳥 を落 とす 勢 い 」 で は◎ に な りや

す い 。要 す る に,結 合 の 度 合 が 強 い ほ ど◎ に な りが ち で あ る。 但 し,長 さ も関 係 して お

り,前 の 要 素 が2モ ー ラ以 外 は,ほ とん ど◎ に な らな い よ うで あ る:(e)「 泳 ぐ(0型)鳥

(0型)」(⑦ の み 。cf.(a))。

 本 題 に戻 る 。 第2。 丸 亀 式 ア で は,「 高 起 式 」 で 第2モ ー ラに核 が あ る型(2型)が 欠

けて い る。 そ の理 由 は,「 高 起 式 」 の重 要 な 弁 別 的 特 徴 で あ る第2モ ー ラ と第3モ ー ラ

の 間 の わず か な 下 降 が 失 わ れ る こ とで あ る。 また 「高 起 式 」 は 第1モ ー ラが や や 低 くて

もよ い こ とに 注 意 。 こ こで 重要 な の は,3型 や4型_は 存 在 す る と い う こ とで あ る。 即

ち,少 な く と も弁 別 的 な役 割 を果 た して い るの は,(3モ ー ラ以 上 で は)第2モ ー ラ と

第3モ ー ラの 間 の下 降 で あ る。

 な お,文 節 レベ ル で は,2型 が 存 在 す る:「 山 も」 〔551〕(2=0型+1=―1型),し

か し,秋 月 氏 に よ る と,こ の 音 調 は非 常 に落 ちつ きが悪 く,低 起 式 の 〔151〕(テ2型)や,

核 をず らした 〔511〕(1型)と して も,言 え な く もな い(〔554〕(0型)に な る こ とは な

い 。cf.佐 藤 氏 の報 告 によ る伊 吹 島 。 な お,「 山」 単 独 で は0型 の み)。

 別 稿注6で,広 島 の真鍋式 アにおいて2型 が嫌 われ る とい う現象 を,丸 亀式 ア と結 び

っ けたが,こ れ はまずか った。広 島は,松 下氏 をのぞ き,第2モ ー ラと第3モ ー ラの間

にわずか な下 降 はない のだか ら,別 の理 由 を考 えね ばな らな い。 あ るい は京都方 言 で2

型が嫌 われ る理 由(金 田―春 彦 「国語のア クセ ン トの時 代的変遷」 『国 語 と国 文 学 』
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1960,p.39な ど)と 関 係 づ け られ るか もしれ な い 。

 第3。 完 全 な1語 で は,1度 だ け しか,高 起 式 の 特 徴 で あ るわ ず か な 下降 は起 こ らな

い 。 しか し,⑳2語 連 続 や,◎ 結 合 が 不完 全 な 複 合 語(④ と,◎ 完 全 な 複 合 語,の 中 間。

@の 詳 細 な 記 述 は 別 の 機 会 に 譲 る 。)で は,2度 わ ず か な 下 降 が 生 じる こ とが あ る。

:④ 全 員 集 合(0型+0型)〔5544+4433〕,◎ 名 神 高 速 道 路(0型 。5型)〔55440

4433311〕(④ な ら1型+5型 〔5111+5544411〕,◎ な ら9型 〔55444444411〕 の は

ず 。 核 に よ る下 降 を,31,41な ど 色 々 に示 した が,表 記 上 の 制 約 の た め で,下 降 の 度 合

は,「 石 」(1型)〔51〕 な ど と同 じ。 また 境 界 の 記 号 は 仮 りの もの)。 脇 道 にそれ るが ◎

の 例 の補 足:第2交 響 曲(テ0型 ・3型)〔155。554111〕(④ な らテ2型+3型 〔151十

554111〕,◎ な らテ6型 〔155555111〕 の はず)。

 と ころ で,高 起 式 の 弁 別 的 特 徴 で あ る と した わ ず か な 下 降 を もっ て い な い の に,高 起

式 に属 す る型 が 存 在 す る。 そ れ は1型 で あ る。1型 に は,そ れ と対 立 す る テ1型 が 存 在

し な い 。従 って,1型 に お い て は,「 高 起 」/低 起 の対 立 が 「申 和 」 ⑦ して い る と考 え

る こ と も可 能 で あ る。 要 す る に,上 述 の 位 置 にお け る わ ず か な 下 降 が,一 貫 した 「高 起

式 」 の弁 別 的 特 徴 で あ る とす る こ とが で きる。 な お,1型 に も接 尾 辞 の 「ら し い」(体

言 の 核 を引 き寄 せ る)を つ け る と わず か な下 降 が現 れ る:厂 石 らし い。」(「 石 」は1型)

(55411〕Q

次 に,低 起 式 の 音 調 につ い て述 べ る。

まず,上 述(i)の ア(「 高 起 式 」 にお いて,3モ ー ラ以 上 で第2モ ー ラ と第3モ ー ラの 問

に わず か な 下 降 が あ る もの 。)の 低 起 式 の 音 調 は,明 ら か に 筆 者 自 身 の 京 都 ア と 異

な る 。 相 違 点 を あ げ る。 単 語 や 文 節 末 尾 の み が 高 に な る の で は な く,徐 々 に 上 昇

した り,第2モ ー ラ か ら高 に な る 場 合 が 多 い(秋 月 氏 は,て い ね い な 発 音 で は,

第2モ ー ラ か ら高 が 普 通 と 言 わ れ,筆 者 も そ れ に 同 意 す る の で,そ れ に 従 う)。

ま た,そ の 上 が りか た は,京 都 よ り も少 な い の が 普 通 で,と き に 平 板 に な る こ と も

あ る(cf.玉 井 氏)。 要 す る に,「 高 起 式 」 の 弁別 的特 徴 で あ る,わ ずかな 下降 が存 在 しな

い(従 っ て平 板 か 上 昇)の が,低 起 式 の一 っの 弁 別 的 特 徴 で あ る と思 わ れ る。 しか し,

低 起 式 に は,も う一 つ の 弁 別 的特 徴 も存 在 す る:そ れ は,前 に お か れ た文 節 や 単 語 よ り

も低 く始 ま る こ と(低 起 性)で あ る。 「この 」 をつ け た場 合,「 この 糸 」(糸 は テ0型)

は,〔5411～5415〕 か ら 〔5433～5434〕 で,× 〔5444～5445〕 は 不 可 。 こ こで,低 起

性 を有 す る とい う点 に関 して は,京 都 ア と類 似 して い るが,「 高 起 」 と低 起 の 音 程 の 開

き は,京 都 よ り もず っ と少 な い感 じで あ る。 筆 者 の 耳 に は,ほ とん ど低 く感 じ られ な い
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こ と も多 い 。 低 起 式 の 弁 別 的特 徴 と して,⑦ 非 下降 と@低 起 の,ど ち らが,ま た は両 方

が,本 質 的 で あ る か は不 明 で あ る。 た だ,筆 者 が,「 高 起 式 」/低 起 式 を聞 きわ け る さ

い に は,④ に着 目 して い れ ば,ま ず ま ちが い な く識 別 で きるが,◎ に こだ わ って い る と

識 別 に とま ど うこ とが しば しば あ る こ と,秋 月 氏 も,前 に 「このJな ど を おか な け れ ば,

糸 〔45〕,〔55〕 な ど と して も,現 実 にその よ うな音 調 が現 れ るか ど うか は別 に し て,低

起 式 と聞 きな す こ とが で き る と され る こ と,を つ け加 えて お く。

 ① の タ イ プ の ア で は,「 高 起 」/低 起 の どち らが 有 標 か も,現 在 の ところ 不 明 で あ る。

か りに,低 起 式 の 弁 別 的 特 徴 を 「非 下 降」 一 つ に し ぼ る こ とが で きれ ば,低 起 式 の ほ う

が 無標 と な ろ う。

 ま た,(i)の タ イ フ.の ア で は,2=テ0型 と2=テ2型 は,付 属 語 を つ け な けれ ば 区 別 が

な い(秋 月 氏 と伊 予 三 島 市 の昭5生 の話 者 石 川 史朗 氏 な どの 内 省)。 但 し,未 確 認 の 地

点 もあ り,個 人 差 が 存 在 す るお そ れ もあ る。 な お,単 独 言 い き りで も,付 属 語 を つ けず

に 直 接 続 け た場 合 で も,音 調 は 同 じで,区 別 は な い 。

 一 方,真 鍋 式 ア や,上 述 ① の ア(「 高 起 式 」 で,3モ ー ラ以 上 にお いて も,第2モ ー ラ

と第3モ ー ラの 間 に わ ず か な下 降 が存 在 しな い もの)の 場 合 は,(i)と は 明 らか に 音 調 が

異 な る。 まず,テ0型 は,言 い き りの場 合,単 語 ・文 節 の 末 尾 モ ー ラの み が,中 ～ 高,

真 鍋 式 ア の,A部 で 上 昇 調 に な る(な お,別 稿,s.i/-1A.r-yで,広 島 の 真 鍋 式 ア で は,言 い き り

で 低 平 調 に な る こ と もあ る と したが,末 尾 モ ーラは 中～ 高 と訂 正。広 島 の,松 下氏 以外 の

非真 鍋式 ア と,志 々島 も同 じ。勿 論続 ければ低平調)。 続 けた場合 は,付 属 語 を強調 しな い限 り,

低 平調 で あ る 。 後 続 す る単 語 や 文 節 の 音 調 は無 関係 で あ る 。 ま た,低 起 式 有 核 の 場 合 は,

核 の あ るモ ー ラの みが 高 で,あ とは低 で あ る。

 (i)と 異 な り,(--)の タ イ プ の ア で は,「 高 起 」/低 起 の 区 別 は,筆 者 に と っ て も き わ め

て 容 易 で,と ま ど う こ と は まず な い。 音 程 の 開 き も,京 都 ア に似 て お り,低 起 式 の場 合,

筆 者 の 耳 に は,低 平 調 も含 めて,一 貫 して低 く聞 こ え るo

 ま た,こ の タ イ フoで は,(i)と 異 な り,2=テ0型 と2=テ2型 は,単 独 で も区別 が あ る

(付 属 語 な しに続 け た場 合,2=テ0型 は低 平 調,2=テ2型 は,第2モ ー ラが高,た だ

し,真 鍋 式 ア の 一 部 で 第2モ ー ラが 上 昇 調 。単 独 言 い き りの場 合 は 微 妙 だ が,2=テ2型

の ほ うが 上 昇 の 度 合 が 大)。

 秋 月 氏 に テ ー プ を聞 い て頂 い た と ころ,「 高 起 式 」 の 場 合 と同 様,(i)の 場 合 は御 自身

の ア に同 じ,Gi)の 場 合 は 明 らか に異 な る と され た。

⑪の タイプの アや真 鍋式 アは,京 都 アな どと同様,低 起/非 低起 とい う対立 と して解

一115―



釈 で き る。

 島 嶼 部 に,1.3/2/4/5と い う類 の 統 合 を しな が ら,「 高 起 式 」 と低 起 式 の音 調 に関

して,(i)と ⑤ の2種 類 が 存 在 す るの は,何 を物 語 って い るの で あ ろ うか 。

 最 後 に,真 鍋 島 の 中学 生 を 簡単 な が ら調 査 した こ とを つ け加 えて お く。 さ らに 調 査 が

必 要 で あ るが,は っ き り したN型 ア で はな く,お そ ら く共 通 語 化 に よ っ て,か え って 老

年 層 よ り も多 型 ア化 して い るよ うで あ る。
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